




文序

過去の文化遺産を発掘し継承していくという私達の作業は、施設建設などの

開発行為に比 して一見地味で華々しさに欠けるようでありますが、けっしてそ

のような側面ばか りではありません。

例えば、現在の食文化を考えるためには、日本人が米をつ くり食すようにな

るまでの過程をしることが、必要不可決であります。これは衣食住に限 らず、

現代のあらゆる事象について もあてはまることはあきらかです。

このように、物質的あるいは精神的なあらゆる面で、現代の日本文化を探求

するためには、時間を遡 り文化を構成する諸要素の源流を追求していく作業が

必要 とされるのです。そのためにも文化財の調査が必要 とされるわけです。

関西新国際空港の工事 も着工以来はや 1年が過ざましたが、当泉南市域にお

きましてもこれに関連 して種々の開発が激増 してお ります。開発は埋蔵文化財

を破壊する可能性があり、先人の残した貴重な文化遺産を失 うことにな りかね

ません。そのため発掘調査をおこないますが、このような状況の もと、発掘調

査は急増の一途をたどってお ります。市域内では小規模の調査が圧倒的多数を

占めていますが、これまでにも多 くの資料が蓄積されてきました。

このような発掘調査の成果として、信達大苗代に所在いたしますところの白

鳳寺院・海会寺跡が、今年度中に国の史跡に指定されましたことは、まことに

よろこばしいかぎりです。小規模調査の成果の蓄積がこのような大 きな成果を

もた らしたわけですが、これ も皆様方のあついご援助、ご協力のたまものでご

ざいます。ここに重ねて篤 くお礼申し上げますとともに、文化財保護行政への

今後よりいっそうのご援助、ご協力をお願い申し上げます。

昭和 63年 3月

泉南市教育委員会

教育長 山 田 諄 也
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3.調査及び整理の実施にあたっては、神沢かずみ、土井憲代、細川法子、

岡崎勢津子、大石智津、伊藤智子、菊敏宏、根来正彦、榎本芳子、新居田

美穂、今本真美、新居田美紀、西野徹、幸前和裕、樫元勝人、嶋田力、高

松徹、上林恭一、清川善幸諸氏の協力を得た。

また、広瀬和雄、福田英人、f山健史、武内雅人、土井孝之、谷美光、

向井俊生の諸氏か らも有益な助言を得た。記して感謝の意を表する次第で

ある。なお、本書の執筆は仮屋 。岡田があた り、編集は主に仮屋が行 った。

4.本調査にあたっては、写真、スライ ド等を作成した。広 く利用 されるこ

とを望むものである。

5。 以下の事項は凡例 として示す。

・ 遺構実測図に示めしたレベル高はすべて T.P.十 値 (″ )で ある。また、

方位は磁北をしめした。

・ 本文中の遺構名称は SD―溝、 SK一土坑、 SX― その他の遺構をそれ

ぞれ表わす。

・ 遺物実測図の番号は、図版中の写真番号と一致 させに。

・ 遺物実測図では断面の表示を、須恵器―黒塗 り、土師器 。陶磁器一白塗

り、瓦器― トーンによって表わした

・ 第 5表の番号は、PL.1の番号 と一致 させた。
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泉南市追跡群発掘 査報告書V

第 1章 調査の経過

男里遺跡は長径 1.3考″、短径 0.75ん″と広大なもので、その範囲は泉南市男里

を中心として樽井、馬場、幡代地番にまで及んでいる。現在までにおこなわれ

だ幾多の調査により、縄文晩期か ら近現代まで連綿 と続 く遺跡であることが、

明らかになっている。まだその秘めたる情報量の豊富さは、この遺跡が泉南地

域における歴史を語る上で、非常に重要な位置をしめていることの現れである。

この男里遺跡においては、1975年 以降行政機関が中心 とな り数々の調査が進

められ、様々なデータが獲得されている。しかし、それは未だ遺跡の内包して

いる'盾報の一部にすぎない。今後さらに周辺遺跡との比較検討をおこないなが

ら、問題意識的に調査を遂行していかなくてはならないのである。

さて本年度 も上記のことをふまえ、個人住宅建設等に伴 う発掘調査を10件お

こなった。このうち沖積段丘面縁辺部での調査が半数を占め 5カ 所 (第 6～ 10

区 )、 次いで男里川によって形成された自然堤防上での調査が 3カ 所 (第 1・

2・ 5区 )、 氾濫原での調査が 2カ 所 (第 3・ 4区 )と なっている。

幡代遺跡は泉南市幡代に所在し、長径 650%、 短径 400物 の範囲か らなる。

現在までの調査は少なく十分なデータは与えられていないが、寺院を中心とし

た平安後期か ら中近世に至る複合遺跡であることが推定されている。

今回は推定 される寺院跡の中心部にあたる所で、個人住宅建設の申請が 1カ

所上がっにため調査を実施した。ごく限 られた面積の調査ではあったが、それ

で も遺跡の内容の一端を垣間見るだけの資料は得られた。

仏性寺跡の調査 も同様に多きを数えず、その内容についてはまだまだ不明な

ところばか りである。しかし、古 くより寺院とそれに関連する集落の存在がう

かがわれている。この様な状況の下、今年度 もだだ 1カ 所ではあるが、遺跡の

ほば中心にあたる位置において、個人住宅建設の申請に伴 う調査を実施した。
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第 2章 男里遺跡の調査

第 1節  既往の調査

男里遺跡に関する調査の歴史は永い。古くは昭和 5年より現在にいたるまで

断続的に調査がおこなわれている。そのうち近年の調査を中心に概観していき

たい。

A地点の調査では滋賀里Ⅲ～Ⅳ型式の時期の縄文土器が出土し、男里遺跡の

初源がこれまで知られていた弥生前期か らさかのばり、縄文晩期にもとめられ

ることが判明した。現在のところ縄文土器が出土するのは当地点に限られる。

弥生時代については、双子池の南方で遺物包含層が検出されてきた。その状

況は現在 もかわ りなく、弥生集落は池の南に広 く展開することが予想 されてき

た。近年の調査ではこの予想を裏付けるように、B地点で弥生時代中期に属す

る木棺墓が数基、また西へ数十物はなれたc地点か らは同じく中期の竪穴住居

跡がみつかっている。どちらも小規模の調査で範囲が確認されていない ものの、

男里遺跡で弥生時代遺構がしられるのは現在のところこの 2地点のみで、集落

ばか りでなく墓地までもその存在が確認されたことの意義は大きい。今後集落

と墓地それぞれの範囲確認、およびこの集落をささえる生産基盤の発見が期待

されるものである。

時代が下ると双子池上池周辺か ら古墳時代遺物が発見 されているが、古墳時

代においても弥生時代以降集落の位置は大 きく変化していないことがうかがえ

る。まにD地点か らは奈良および平安時代の掘立柱建物が検出されている。

中世の遺構は、E地点から鎌倉時代の掘立柱建物が 3棟検出されている。遺

物は遺跡内のほば全域で確認され、中世の頃には遺跡全体に生活活動の場が求

められたことがわかる。ただし遺構が確認されるのは、現在 も男里集落が立地

する男里川の自然堤防上に限られるようである。

F～ Hの各地点では、それぞれ黒褐色土層が確認されている。この層自体に

遺物は含まれないため正確な色とはいえないが、必ず中世遺物包含層の下層に

位置す るだめ、中世以前に形成された ものであることはまちがいない。男里川
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旧河道が運搬した肥沃な土壌を利用した古代の耕作地の可能性があろうか。

このように時代別に遺跡内での遺構 。遺物の検出された状況をみてきたが、

現在のところ縄文時代では遺跡の北部、弥生時代では双子池の南方、古墳時代

および奈良平安時代にかけては双子池の周辺、中世以降は遺跡内全体 (だ だし

遺構検出は遺跡の北東、自然堤防上に限って )に それぞれの時代の生活活動の

場を求めることができるようである。

以上小規模な調査の連続ではあるが、データが着実に蓄積されてきたことに

より、ここ数年で遺跡の南限は約 200"南へ拡大することができた。当地域に

おける人々の足跡の初源も縄文時代にさかのばることが知 られた。しかし、現

段階では広範な遺跡内に点をプロットしたのみという感はまぬがれない。以前

か ら指摘 されている、集落の自然堤防上への遷移時期、男里川旧河道の位置追

及などの問題 も含め、これ らの「 点 」の集積を「 面 」そして「 空間」へと再構

成していく作業が必要とされる時期がきているのである。

第 2節 第 1区 の調査

1.位置 (PL.2、 第 1図 )

第 1区 の男里 1245-1番地は、男里遺跡の北西部にあたり、現在の浄泉寺の

北側に位置する。地形分類上は男里川右岸の自然堤防上に位置している。これ

まで男里遺跡内でも比較的調査は多 くおこなわれていたにもかかわらず、既知

の遺構が希薄だった部分である。

調査区北東端に 3.6%Xl.4筋 の南北 トレンチを設定した。

2.層位 と遺物の出土状況 (PL。 3)

基本的な層序は上層より盛上、炭細片を含む灰褐色土、拳大の礫を多 く含む

黄灰色土、やや粘質の灰褐色土、黄灰色粘土、そして暗灰褐色砂礫土の地山と

続く。地山に含まれる礫は直径 1翻以下のものである。

遺物は唯―の遺構である土坑より出土した一括遺物が、本調査区出土遺物の

大半を占める。また、土坑の直上にかぶさるように存在した黄灰色粘土層より、
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第 1図 男里遺跡第 1区地形図

瓦片とともに土師器小皿 3点がまとまって出土している。このほか黄灰色含礫

土より平瓦、粘質灰帽色土からは丸瓦細片、土師器細片がごくわずかだが出土

しているb

3.遺構 (PL.3、 第 2図 )

土坑は平面楕円形を呈し、地山に

深く掘 りこまれている。底は平担な

面をなし、壁面は重直に立ち上がる。

またその長軸方向はほば東西に向け

られている。規模は長径 1.2初 、短

径 0.8陶 、深 さ45勁 を測 る。

内部にはてのひら～人頭大の河原

石が約60個 充填 されており、土坑の

肩にはりういたように並んでいる部

0                50擁

第 2図  男里造跡第 1区土坑
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分 もみられる。これ らの石群は、土坑上半に密にみられ、下半では疎である。

底にはやや平らな石や瓦を部分的に敷いている。これ ら石群の大半は火をうけ

て焼けているが、土坑の壁面には火をうけたような箇所は認められない。理土

は暗褐色粘上である。炭や焼土は含まれない。

遺物は上半にはほとんど存在せず、もっぱら下半より出土した。特に銭貨は

3枚が重なるように 1カ 所より出土し、まとめて埋納 された状況が伺える。瓦

類は大半が土坑の底部付近に集中していた。

4.遺物 (PL.7、 第 3・ 4図 )

遺物は土坑内より、土師器、瓦器、瓦質こね鉢、玉縁丸瓦、雁振瓦、銭貨等

が、黄灰色粘土層か らは土師器・小皿がそれぞれ出上 した。

A.土坑出上の遺物

6は 瓦質こね鉢である。内面は全体に粗いハケ調整の後、口縁部内面には指

頭による2条の強いヨヨナデが施される。外面は剣離部分が多く、最終的にナ

デで仕上げられていることがわかる程度である。ただ口縁部外面にはやはり 1

条の強いヨコナデが施 されている。口縁端部は平坦な面を持ち、内外面との境

は丸く仕上げられる。片口部は調整がすべて終ったあとで内側より外方向へ指

先で押し出して成形されている」焼成は良好で硬質、色調はやや光沢をもつ淡

灰色を呈す。胎土は精緻で砂粒等は含まない。この他土坑より出土した土師器、

瓦器はみな細片ばか りで図化できるものはまった

くなかった。          てI託  死 マ
ヤ  ヤ

0                1o釘

第 5図  男里遺跡第 1区
出上の上器

3・ 5は 玉縁丸瓦である。凸面は側面に条が平

行する縄タタキの後、縦位のヘラケズリで形を整

え、最後にナデ調整で仕上げている。端面及び側

面はすべてヘラケズ リが施される。端縁、側縁と

もにヘラケズリで面取 りがされている。また凹面

端縁、すなわち玉縁 とかさなる部分はヘラケズリ

によるエグリが施 され、玉縁とのおさまりをよく
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している。

凹面には糸切 り痕が全面に認められるが、布目圧痕より経緯糸が 15条 X10

条 (4)、 23条 ×22条 (3・ 5)の 2種類にわけられる(前者をA型式、後者を

B型式と呼称す る )。 A型式は胎土に径 1効以下の自色および黒色の鉱物が非

常に多 く含まれている。またB型式には有色鉱物の微細粒こそあまり含まれな

いものの、径 1効程度の暗灰色クサ リ礫が多 く含まれるという特徴を示してい

る。両型式ともに焼成は良好で硬質、色調は暗灰色を呈している。

この 3点の他に図化できなかった ものを含めると、A型式 2点、B型式 3点、

合計 5点以上の丸瓦が土坑底部より出土している。

6・ 7は 雁振瓦である。高 く盛 り上がった瓦部に玉縁部がつく。凸面は摩滅

のため詳細はわからないが、縦位のヘラケズリが丁寧に施 された後、ナデ調整

で仕上げられる。凹面は糸切 り痕がほば全面にのこり、布目圧痕はごく一部に

しかみられない。側面、端面ともに丁寧にヘラケズリが施 されている。面取 り

がみられるのは凹面側の側縁のみである。また凹面の玉縁と重なる部分は、ヘ

ラケズ リで大きくえぐられている。玉縁は、凹凸面および端面すべてヘラケズ

リが施 されている。 2点 ともに胎土には径 1協程の赤色クサ リ礫、自色及び黒

色の有色鉱物が多く含まれている。焼成はあまく軟質、色調は淡橙灰色で部分

的に黒斑がある。

雁振瓦は 2点 とも土坑の下半より出土 してお り、底部か ら集中して出上した

玉縁丸瓦とは出土状況は異なっている。

銭貨は土坑西半部より銅銭 3点がほば重なるように出土した。 1は皇宋通宝、

2・ 8は どちらも判読は難しいが宋銭 と考えられる。 3点 とも残存状況は悪 く(

腐食が進んでいる。

スケール

第 4図  男里遺跡第 1区土坑出上の銭貨
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B。 包含層出上の遺物

土坑直上の黄灰色粘土か ら、土師器・皿・小皿、瓦器が出土 している。

1は 瓦器口縁部である。内面には暗文が 1条残っている。焼成は良好で硬質、

胎土は緻密なもので、淡灰色を呈す。 2は 土師器・皿口縁部である。ゆるやか

に内彎しながらのびる国縁の外面には 2段ナデ、内面にはヨコナデが施される。

やや軟質で色調は白色を呈し、胎土は緻密だが黒色鉱物の微細粒がわずかに合

まれる。和歌山県根来寺遺跡周辺で出土する、いわゆる白土器に非常に似てい

る。

土師器・小皿 3・ 5は 3点 とも同じ形態、胎上、焼成、色調をしめす。わず

かに外彎しなが ら外上方にのびる口縁をもち、口縁端部は丸くおさめる。全体

を成形し内面にナデ調整をくわえたのち、口縁部内外面にヨコナデを施す。底部

外面は成形時の指オサエがのこる。胎土は精緻、焼成は良好で硬質、色調は黄

灰白色を呈す。

平瓦 1・ 2は 黄灰色含礫土より出土したものである。どちらも凹凸両面とも

にナデ調整で仕上げられる。 1には直径 1.5勁 の目釘穴がある。 2の凸面には

離れ砂が残っている。

第 5節 第 2区 の調査

1.位置 (PL.2)

調査区は男里遺跡の北東部にあたり、府道堺阪南線男里交差点より北北西約

150物 の地点である。地形分類上では、男里川によって形成された自然堤防上

に位置する。また、調査区の北側30%の位置において、古墳時代後期、平安時

代、鎌倉時代の掘立柱建物群に伴 うと考えられる掘形が検出されている。

2.層位 と遺物の出土状況 (PL.3)

調査区の上層は 8層からなり、第 1層が盛上で 40～ 45勁、第 2層が黄褐色

混じり淡灰色上で5～ 13勁、第 3層 が黄褐色混じり灰色土で約 10物を測る。灰

色混じり黄褐色シル トか らなる第 4層 は、15翻程の厚みを測る。第 5層 は部分
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的にみ られ、黄褐色混じり灰色シル トで約 15勁 の厚 さを測る。

第 6層 は親指か ら拳大程の礫を微量含む黒褐色粘質上が 30～ 38勁堆積して

いるb第 7層 は灰黄褐色粘質土か らな り20初程を測 る。第 8層 は淡灰色粘質土

で 20～ 30勁 を測る。地山は灰色粘土混じり黄褐色礫層で、礫は親指大の円礫

を平均とす るが、最大で掌大のものを含んでいる。

なお、今回の調査区内においては、遺構および遺物を確認することはできな

かった。

第 4節 第 5区 の調査

1.位置 (PL。 2)

第 3区 は、男里遺跡の北半部を北東か ら南西方向に横切る府道堺阪南線より

さらに北側で、男里北交差点か ら北北西に約 175物 の地点にあたる。この箇所

は地形分類上で氾濫原および谷底低地に位置する部分である。

なお、これより東北東約 ■0防 の地点には第 4区が位置している。

2.層位と遺物の出土状況 (PL。 3)

本調査区の土層は大別して、 6層 か らなっている。まず第 1層 はこの度の住

宅建設に伴い施 された盛土で、65翻 の厚 さを測る。第 2層は、暗灰色土 (耕土 )

であるが、 5勁 と非常に薄い。これは第 1層 (盛土 )を施す時点で大 きく削平

されているか らであって、本来は閉勁程の厚 さをもつ ものである。第 3層は灰

責色土 (床土 )で 5勁、第 4層は黄灰色土で10翻 を測る。

第 5層 は灰色粘質土か らなり、30勁 と他に比べ厚い堆積である。最後に第 6

層であるが、暗灰色粘質上で 5翻程を測る。地山は淡灰色礫層で、礫は小指か

ら拳大の円礫で形成されている。

遺物は第 4層 より瓦器・椀の細片が 1点 であるが出土している。また、第 5

層より須恵器・菱が 1点 出土した。なお遺構は検出されなかっに。

― ■―



3.遺物 (第 5図 )

今回の調査で出土した遺物は非常に少なく、先述のごとく須恵器・甕が 1点

と瓦器 。椀の細片が 1点 出上したのみである。図示した須恵器・甕は、所謂東

幡磨系のものであるが、口縁部のみの破片でその全形は知 り得ない。残存する

口縁部はゆるやかに外反し端部に至る。端部はほば平坦で上方にややつまみあ

げている。

内外面ともヨコナデを施すが、外面において部分的に右上が りの平行タタキ

痕が残っている。胎土は砂礫をほとんど含まず精良である。焼成は堅緻で暗青

灰色を呈す る。口径は26勁 を測 る。

瓦器・椀 は器壁の摩滅が著 しい

体部 の破片で、形態および調整な

どの詳細はまった く不 明である。

第 5節  第 4区の調査

0                        15働

第 5図  男里遺跡第 5区 出上の土器

1.位置 (PL.2)

男里遺跡の北端近 くに位置している。調査区は男里川旧河道の存在が想定 さ

れている付近にあたり、旧河道が形成した氾濫原上に立地している。

調査は、調査区南端に 2.3物 Xl.2初 の トレンチを設定しておこなっだ。な

お現在の地番は男里378-6番地である。

2.層位 と遺物の出土状況 (PL。 3)

基本的な層位 として、盛上の下層に耕上、床土が残ってお り、以下黒褐色粘

土、黒掲色砂礫土、茶灰色砂礫土がみられた。黒褐色粘土は約 10勁の厚 さをは

か り、部分的に拳大のクサ リ礫を含む。黒褐色砂礫上には拳～人頭大の砂岩円

礫、茶灰色砂礫上には直径 5勁 大の砂岩円礫をそれぞれ含んでいる。黒褐色粘

土層はこれまでの調査によって知られている、遺跡北東部に拡がる一連の黒褐

色土層 と同じものである。

遺構・遺物・遺物包含層等はまったく認められなかった。
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第 6節  第 5区 の調査

1.位置 (PL.2)

調査区は遺跡の西部、光平寺跡の南端に接す るように位置する。男里川右岸

の自然堤防上に立地する。現在はカス ミ昆と男里川堤防の間に狭まれた低地と

なっている。 トレン芳は事前におこなわれた試掘調査で遺物が出上した地点に

2カ 所設定した。第 1ト レンチは 3.5物 Xl.8"、 第 2ト レンチは 8陶 × 3″

の長方形を呈す。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.3)

第 1ト レンチでは、床上の下層に 1層 としてとらえられる灰色系上が30働 の

厚 さに堆積してお り、これより下に親指～てのひら大の礫か らなる暗灰色礫層、

黄灰色粘土、褐色混じり灰色粘土、灰色混 じり黄色粘土、黄色混じり褐灰色粘

土がみられに。おおむね礫層の上層には灰色系土、下層には粘土が堆積してい

るとい う状況が看取できる。

第 2ト レンチでは耕上、床上の下に褐色混じり暗茶灰色土、責灰色土、褐色

混じり灰自色粘土、淡責灰色礫 (地 山 )が基本的な層序としてみられた。淡黄

灰色礫層に含まれる礫は径 3勁か らでのひら大の砂岩円礫である。

3.遺構 (PL。 3)

調査の北端に設定した第 1ト レンチでは、調査区外にひろがる落ち込みが検

出された。このほか地山面直上に炭の小片が部分的にみうけられたが、明確な

遺構 としては確認できなかった。

第 2ト レンテか らは遺構はまったく検出されなかった。

4.遺物

今回の調査で出上した遺物は、染め付け 。椀、丸瓦片、土師質蛤壷である。

どれ も皆摩滅が著しい細片ばか りで、図化にたえうるものはなかった。

丸瓦片が数点みられ るが、す ぐ北方に位置する光平寺に関係す るものであろ
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うか。

第 7節 第 6区の調査

1.位置 (PL。 2)

男里遺跡のほぼ中央東よりに位置している。ちょうど沖積段丘の西縁辺にあ

たり、現在西側には数十勁の落差があり男里川氾濫原が広がっている。

調査は申請地のはば中央に 1陶 × 2.3物 の調査区を設定 して行った。

2.層位 と遺物の出土状況 (PL。 4)

50勁 余 りの盛土を取 り除くと、黒灰色土層 (耕土 )、 明黄色粘土層 (床土 )、

淡褐色礫層がみられた。層厚はそれぞれ、 20勁 、 6勁、 60翻 以上を測る。淡

褐色礫層は最大人頭大の砂岩河原石が含まれている。

遺物 。遺構は検出されなかぅた。

第 8節 第 7区の調査

1.位置 (PL。 2)

本調査区は男里遺跡のほば中央に位置する上池の北東隅部分か ら東に約 220

物の地点で、遺跡の中央東端部にあたり、沖積段丘面の縁辺に立地する。

なお第 6区 とは 35物 、第 8区 とは 50物 の指呼の間にある。

2,層位 と遺物の出土状況 (PL。 4)

調査区における基本的な土層は 5層か らなっている。まず第 1層 は盛土で約

50勤 を測 る。第 2層は暗灰色土 (耕土 )で 25初、第 3層 は責灰福色土 (床土 )

で 5翻 の厚みを測る。第 4層は約 7初 の厚みか らなる灰褐色上である。第 5層

は褐色上で15働 を測る。遺物は第 5層 より土師器の細片が少量出上しているが、

著しく摩滅してお り全貌はまったく不明である。

地山は褐色混じり黄色土を呈し、遺構はすべてこの面で検出された。
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3.遺構 (PL.4・ 14)

地山面において検出された遺構は、ピット1カ 所と溝 1条である。ピットは

全体を検出していない ものの、一辺55勁 の隅丸方形を呈するものとして間違い

ないと思われる。上面は溝によって削平されているが、残存する深 さは35初を

測 る。埋土は褐色土か らなる。

なお、柱痕は確認されなかったものの、その形態等より建物掘形 と考えて差し

つかえないと思われる。また、遺物は検出されず時期は不明としか言い様がな

いが、これ もまた形態か らして、奈良時代の所産となる可能性が強い。

溝は北北西か ら南南東にはぼ直線的にのびるもので、長さ3.6陶 以上、幅 0.8

陶以上を測る。深 さは 15～ 20勁 を測 り、肩は比較的ゆるやかで底部はほば7

ラットである。また溝底部は、北北西側にやや低 く傾斜している。溝内の埋土

は淡褐色土からなる。なお、遺物はまったく出土していない。

第 9節  第 8区 の調査

1.位置 (PL。 2)

男里遺跡の東端に位置し、地形分類上は、馬場丘陵の西に拡がる沖積段丘面

上に立地する。現在の地番は馬場 472-1番地である。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.4)

耕土・床土を除くと上より順に責褐色土、暗褐色土、黄灰色上、暗茶褐色土

が続 く。暗掲色上には直径 5″″大の円礫を、暗茶褐色土には拳大の円礫を多 く

含んでいた。唯一遺構かとお もわれる落ち込みは、床土直下の黄掲色土層を切

り込んでいる。なお遺物はまったく出土していない。

男里遺跡の東北に広範に拡がる黒褐色土層の分布について、以前の調査で北

へ50筋 程の地点 (先述H地点 )よ り黒褐色土層が確認されているにもかかわら

ず、本調査では発見できなかった。黒褐色土層が部分的な分布を示す ものでな

く、ある程度の範囲にまとまって分布するものと仮定するならば、両調査区の

間にその分布範囲の南端を求めることができるものである。
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3.遺構 (PL.4)

責褐色土面より不定形の落ち込みが検出された。埋土は暗灰褐色土である。

床上の直下層という非常に浅い面で検出されていることか ら、床土を張る以前

の整地の不整であるか もしれない。規模は楕円形 となるなら、長径 1.5筋 以上、

短径 0,8物 以上、深 さ20勁を測 る。

第 10節 第 9区の調査

1.位置 (PL.2)

第 9区は男里遺跡の西端付近に位置する。地形的には馬場丘陵の西側に広 く

展開する沖積段丘面上に位置している。現在の馬場集落の西部にあたる。

調査は調査区の西北端付近には 3筋 Xl.5%の トレンチを設定して行 った。

2.層位 と遺物の出土状況 (PL.4)

基本的な層序は、 3層か らなる盛土が約50翻 ほど置かれ、上より順に暗灰色

含礫土、暗黒灰色シル ト、青灰色混 じり黄色粘土、赤褐色含礫土が続 く。暗灰

色含礫土に含まれる礫は直径 5勁 以下の ものが多い。また青灰色混じり黄色粘

土はややシル ト質に近 く地山と考えられる。これより下層にみられる赤褐色含

礫土は最大人頭大の河原石を含んでいた。遺物包含層は認められない。

第11節 第10区 の調査

1.位置 (PL.2)

本調査区もまた第 6～ 9区 と同様、沖積段丘面上に立地する。調査区のす ぐ

東側には市道がほば南北に走 るが、これより東には現在の馬場の集落が展開し

ている。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.4)

調査区の上層は大別すると3層 からなる。まず第 1層 は盛土で35翻 を測り、
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第 2層は淡掲色上で 20初 、第 3層 は淡褐色含礫土で 30勁 の厚みを測 る。

遺物は第 2層 より土師器微細片および平瓦が 1点出土している。

なお遺構は検出されなか った。

3.遺物 (第 6図 )

出土した遺物は、非常に少なく摩滅が激しく観察不可能な土師器微細片と平

瓦が 1点出土したのみである。

図示した平瓦は、凸面に側縁 と平行な縄タタキを施し、多量な離れ砂が残る

製品である。凹面には布目痕が残る。また両面に糸切 り痕が確認できる。焼成

は堅緻で青灰色を呈する。胎土は直径 1～ 3″″程の礫を含むが、全体的にはき

め細かい ものである。厚 さは 1.6～ 1.9勁 を測る。

0                          20働

第 6図  男里遺跡第 10区 出土の平瓦
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第 3章 幡代遺跡の調査

第 1節  既往の調査 (第 7図 )

・幡代遺跡における発掘調査は、現在まではとんど行なわれておらず、昭和59

年 1～ 3月 に大阪府教育委員会が、遺跡の西端を北北西か ら南南東方向に走っ

ている市道下において、府水道管を埋設す る際に事前調査を実施 しているのみ

である。

3カ 所の地点 (以下 B・ C・ D地点 と呼ぶ )で実施されたこの調査では、B

地点において掘立柱建物に伴 う可能性が非常に強い柱掘形列が、またC地点で

も建物掘形状のピットが確認されている。いずれ も時期は明確に確定出来ない

ものの、遺構面上層に堆積している平安時代後期か ら室町時代に至る遺物包含

層の存在か ら、当該時期の所産であることが推測 されている。
(註 )

D地点では、金熊寺川の氾濫による多量な礫の堆積が確認されている。

また地元の向井俊生女史らにより、平安時代後期か ら室町時代の軒瓦・丸瓦・

平瓦などが表採 されている。その採集地点はC地点東側の水田と、それより北

へ約 200初 、つまり遺跡の北側を北東か ら南西方向に走る国道26号線付近であ

る。

幡代遺跡における既往の調査は以上のごとくで、遺跡の内容を究明するには

決して十分なデータとは言いがたいが、平安時代後期に創建されたと思われる

寺院および、それに関連する集落の存在が十分推測 されるに至っているもので

ある。

なお、B地点の北側約 100"の位置 (A地点 )に おいて も、BoC地 点と同

様の柱掘形が検出されている。

この地点は分布図上では男里遺跡内にあたるが、遺構等の性格か ら幡代遺跡

に属するものとして、とらえた方が良いと思われる。
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第 2節 調査の成果

1.位置 (PL。 2)

調査区は、男里遺跡と幡代遺跡とを限る国道26号線の幡代交差点中心より、

南東へ約 140%地 点で、現在の幡代集落のまっただ中に位置し、地形分類上は

沖積段丘面に立地する。なお、昭和59年大阪府教育委員会が調査し、掘立柱建

物の柱掘形を検出した B地点 とは約 110陶 の距離を測る。

2.層位 と遺物の出土状況 (PL.4)

調査区の土層は 6層 か らなり、まず第 1層 が盛土で14翻 、第 2層が淡灰褐色

上で 14～ 18翻 を測る。第 3層 は淡黄色土で 3勁程の厚みをもつのみである。

灰褐色土からなる第 4層は約 6勁 の厚みを浜」る。第 5層は濃灰色上で 28働 と比

較的厚 く堆積している。第 6層は灰褐色粘質土か らなり18翻 を測っている。

遺物は第 5層 より土師質土器・甕、平瓦、丸瓦が、第 6層 より須恵器・甕、

扱

上:

li卜さ過挙雲

幡代遺跡調 査区位置図
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瓦器・椀、瓦質土器・播鉢・土釜、平瓦、丸瓦、壁土な どが少量出土 してい る。

なお地山は黄褐色土か らなってい る。

3.遺構 (PL.4。 16)

調査面積が小 さいため全貌は不明であるが、溝 らしき遺構の一部が検出され

た。

溝は北東か ら南西方向に主軸 を もつ もので、黄褐色土か らなる地 山面に掘 り

込まれてい る。深 さは25勁 程を測 るが、幅については全体のプランが不明なた

め 1.8"以上を測 るとしか言い様がない。肩は比較的緩かで底部はほぼフラッ

トである。また溝底部は僅かであるが、北東方向に低 く傾斜 してい る。

溝内の埋土は 4層 に分かれ、第 1層 が濃灰褐色粘質土、第 2層が濃褐色粘質

土、第 3層 が灰色粘質土、第 4層 が褐灰色粘質土 を呈す る。溝内か ら遺物はま

った く検出されなか ったが、第 2層 か ら第 3層 にかけて掌か ら人頭大の河原石

の混入がみ られた。

以上、溝 として説明を加えて きたが、いかんせん一部分のみの検出であ り、

決定はしがたい。

4,遺物 (PL.22、 第 8。 9図 )

出土 した遺物は少量であ り、なおかつ全貌 を知 り得 るものはない。遺物の種

類 を列記す ると次の通 りである。須恵器・甕、瓦器 。加、瓦質土器・播鉢・土

釜、土師質土器 。鍋・甕、備前焼 。甕などの日常雑器の他、平瓦、丸瓦、壁土

等がみ られ る。

須恵器・甕は体部の小片で図示 し得なか ったが、所謂東幡磨系 と呼ばれ る土

器である。内面の調整については摩滅のため不明であるが、外面には平行タタ

キが施 されてい る。胎土は砂礫をほ とん ど含まない精良な ものである。焼成は

堅緻で暗青灰色を呈す る。

瓦器・椀 も同様に体部の小破片が 1点 出土 しているのみで、図示 し得なか っ

た。内面はナデの後、暗文を施 してい るが、いかんせん小破片のためよくわか

らない。外面は不調整で成形時の指頭圧痕 をそのまま残す。焼成は軟質で黒灰

色を呈す る。胎土は砂礫をほとん ど含まない きめ細かな ものである。
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瓦質土器・捕鉢は、図示した 1点のみの出土である。 1は底部を欠いた口縁

部か ら体部にかけての破片で、全体の形態は不明である。体部は斜め上方にの

び口縁部に至る。口縁部は外傾面を有し断面三角形を呈する。外傾面の下端部

は下方に突出してい る。調整は口縁部の内外面にはヨコナデを施すが、体部外

面はヘラケズリをおこなう。

体部内面は横方向のハケ調整の後、縦方向の播 り目を施している。播 り目の

条数は 8条以上を数える。焼成は軟質で黒灰色を呈する。胎土は砂粒をやや含

むが、精緻な部類である。口径25印 を測る。

瓦質土器・土釜は口縁部の破片が 4点出土しているが、図示出来るものは 1

点のみである。 3は礫が多 く、赤色粒が少し混入した淡黒灰色を呈すもので、

どちらかと言 うと土師質に近い ものである。

0                               20働

第 8図  幡代遺跡 出上 の上器
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口縁部がほぼ直立ざみに立ち上が り、外面は強いナデにより段が設けられて

いる。鍔はほぼ水平に伸びるものである。口縁端部と鍔端部はナデにより平担

に仕上げられている。口縁部外面および鍔の上・下面はナデ調整が施されてい

る。内面および僅かに残存する体部の外面は、摩滅のため不分明であるが、内

面はハケ調整を施した後、ナデている。体部外面はヘラケズリを施す。国径は

25勁 を測る。

土師質土器・鍋 も図示した 1点 (2)の みである。底部は欠落して不明であるが、

体部は内彎 ざみに立ち上が り口縁部に至る。端部は丸 くおさめる。内面の調整

は横方向のナデをおこなう。外面は全体に煤の付着が著しく調整が明確ではな

いが、国縁部は横方向のナデ、体部はヘラケズリを施すようである。

焼成は良好で淡赤橙色を呈する。胎土は砂礫および赤色粒を含むが、精緻な

ものである。国径は22初 を測 る。

土師質土器・甕は、おそらく同一個体 と思われる国縁部(4)と 底部(5)の 破片が

1点づつ出土している。体部がほとんど欠落しているだめ詳細は不明であるが、

緩かに肩の張る体部に、若干外反する国縁部と、平 らな底部がつくものである。

口縁部は頸部か ら上方にいくほど厚 く仕上げている。なお端部は平担面を有す

る。内面は口縁部および体部上下端 とも横方向の粗いハケ調整を施している。

口縁部と体部上端は横方向のナデをおこなっている。底部内面にはナデが施

されているが、底部および体部下端の外面は、摩滅が激しく調整についてはま

ったく不明である。焼成は良好で橙黄色を呈している。胎土は砂礫の混入がや

や多い。

6は土師器の把手と考えられるものであるが、どの様な器種に伴 うものか良

く分らない。把手は張りつけによるものであり、接合時にナデ調整を施してい

る。この土器で注目する事実 として、内面に残る布目痕があげられる。あるい

は型づ くりによるものであるか もしれない。焼成は良 く淡赤橙色を呈す。胎土

は砂粒、赤色粒のほか、金雲母を比較的多 く含むが、精緻な部類である。

陶器は図示した備前焼 。甕以外に、数点の体部の破片が出土している。これ

らはすべて同一個体になると考えられるものである。 7は 肩の張る体部に、や

や内彎ざみに立ち上がる口縁部か らなる。国縁部上半は外面に粘土を張 り付け
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第 9図  幡代遺跡出土の平瓦
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第 4章 仏性寺跡の調査

第 1節  既往の調査

昭和55年の泉南市教育委員会の調査 (A地点 )に より、平安か ら室町に至る

2面の遺構面が確認されているが、直接寺院に関係する遺構はみつかっていな

い。またB地点の調査では遺構 こそ検出されていない ものの、瓦器、瓦片が出

土している。幡代遺跡と同様、今後の調査の増加を待ちたい。

第 2節  調査の成果

1.位置 (第 10図 )

本調査区は、周知 されているTA性寺跡のほば中心に位置する。地形的には海

営宮池の西方約 280%の位置で、洪積段丘低位面にあたり、地表面の標高は約

18.5物 を測る。調査区の現状は休耕地である。地番は信達市場 1380-1、 小字

む (

う。フ＼く力ヽ 4ヽ   ▼
ヨ /′ ●

屑
ｔ
ｌ
り
■

乃

ゴ
剰
挑
住
イ

＼
＼

=ベ

第 10図  仏性寺跡調査区位置図
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名は調査区と道路をはさんで南側の田地が「 ヤクシドウ (薬師堂 )」 、東方に

隣接する田地が「 ダイモン (大門 )」 とよばれている。また調査地の西方には

隣接して「 赤井神社址 」の石碑があり、仏性寺は赤井神社の跡地に建立された

ものという内容の碑文が刻まれている。

調査は 5。 3筋 ×3%の トレンチを設定しておこなった。

2.層位 と遺物の出土状況 (PL.5)

層厚 15側の耕土、10翻 の床土をとりのぞくと暗灰褐色土が露呈する。基本的

にはこれより下層に黒握色土と淡黄灰色土の軟質互層、暗褐色粘質土が堆積し、

淡青灰色砂礫層の地山が続く。遺構が構築されているのは暗灰褐色土層面であ

るが、これは版築などの技法こそみられない ものの、人為的な整地層 と考えら

れる。暗灰褐色土層以下の各層はすべて西南方へむかって傾斜して,り 、特に

暗灰褐色土層の傾斜は急であり、この斜面上には淡灰褐色含礫土、赤褐色粘土

の他、礫や瓦の堆積がみられる。便宜上この傾斜を西側斜面と呼ぶことにした

い。

遺構からの出土を除けば、遺物が多く出土するのは地山直上層である暗掲色

粘質土からで、湧水層の直下にあたるためか遺物の保存状況はよい。出土遺物

は中世須恵器、土師器、瓦器、瓦などである。また西側斜面か らは平瓦がまと

まって出土している。

3.遺構 (PL.5)

2面の遺構面が確認 された。下層より中世石積遺構、落ち込み、配石遺構、

上層より近世の所産 と思われ る暗渠、溝、ピット等が検出されている。下層遺

構は暗灰褐色土層上面で検出したもの、上層遺構は暗灰褐色土層上に堆積 した

粘土面で検出されたもの (ピ ット )、 および下層遺構を切って形成されたもの

(溝 )の 2種である。ピットと溝の構築面は明らかに異なるが、先後関係が確

認できないため上層遺構として同列で扱 うことにしたい。
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A.下層遺構

下層遺構 として整地層、落ち込みと、その護岸状に積まれた石積遺構、およ

び配石遺構が検出された。

整地層は暗灰褐色土を、黒褐色土 と淡黄灰色土の軟質互層上に50翻以上の厚

さに積みあげた ものである。版築はみられない。軟質の土層上に積まれており

いわゆる埋め立てに近い状況である。整地層内か らは時期を決定できる遺物は

出上しなかった。

落ち込みは整地層である暗灰褐色土層面上に構築されている。 トレンチ外南

方にひろがっていくため平面規模はおさえられなかったが、かなり大規模な落

ち込みになるのではないかと思われる。深さは約40勁 を測る。落ち込みに伴 う

遺物はまったくなかった。

この落ち込みの護岸となるようなかたちで乱石積みの石積遺構が検出された。

てのひら～人頭大の自然石をほば垂直に 4～ 5段 にわたって積み上げてお り、

上部は若干削平されているようで残存高は最大40勁 を測 る。

配石遺構は整地層の西側斜面下より検出された。長径70翻 程の砂岩を 2石配

している。上面のレベルは北側の 1石のほうが数勁低い程度ではばそろえられ

ている。下部には模石が置かれている。基底面は軟質互層上面におかれてお り、

石を据えるための掘形などは認められない。心々距離は1.25%、 方向はNlずE

である。

このように整地層 とその周囲におかれた石積施設から、寺院建築物の基壇が

容易に想定できるものであるが、これ らの遺構はすべて、黒褐色土 と淡黄灰色

上の軟質互層を整地した暗灰褐色土層面上に築かれていることは先述したとお

りである。この軟質互層を寺院のベース面とすることは考えにくい。そのため、

おそらく沼状の湿地の一部に整地をおこない、その整地層の端面を保護するた

めの護岸状施設 と考えたい。石積遺構と配石遺構は、寺院に伴 う庭園的な性格

をもつ ものであろうか。

B.上層遺構

落ち込みがやや埋没した後、西側斜面か ら配石遺構を覆 うようにてのひら大
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の砂岩河原石、黄色粘土、赤褐色粘上の順に堆積している様子が観察された。

上層遺構はこの赤褐色粘土上面で検出されたピットと、整地層上面で検出され

た溝がある。

ピットは 4カ 所で検出された。すべて直径約20翻ほどで、赤褐色粘土を切 り

込んでいる。遺物は瓦質土器の小片が出土しているが、図化にたえられるもの

ではなか った。埋土は灰色粘土である。

溝は整地層上面で検出された。落ち込みが埋積してか ら整地層上に形成され

たものである。南端はちょうど落ち込み上部でおわるが、北は トレンチ外への

びる。埋土は暗灰色砂礫土である。溝は幅70初 、深さ15翻 を浪」る。埋土より、

巴文軒丸瓦、唐車文軒平瓦、瓦片、土師器 。小皿、瓦器細片が出上している。

また整地面に石組暗渠が構築 されているが、これは「 ヌキズ 」として現在 も

使用されている水田の排水溝 と考えられる。調査区北端にはその排出口が確認

できた。伴う遺物はまったくないが、現地の古老によれば、近世の末期に築か

れたということである。

4.遺物

遺物は、遺構か ら出土したもので図化できるものはほとんどなく、包含層出

上のものが大半を占める。須恵器・甕 。鉢、土師器・皿・小皿、瓦器、瓦質土

器、陶器 (常滑焼 )、 軒丸・平瓦、丸・平瓦等が出土した。出土量は絶対的に

少なく、図化できたものは少ない。

A.土器類 (PL。 22、 第■図 )

1は 瓦器・椀である。内外面はナデ調整が施 される。特に口縁部外面はナデ

のためややくばんでい る。焼成は良好で暗灰色を呈す。

2～ 4は土師器・小皿である。 2・ 3は底部か らわずかに内彎 しなが ら外上

方にのびる口縁部をもつ。口縁端部は丸くおさめる。底部 と口縁部の境は不明

瞭である。調整は口縁部は内外面にヨコナデが くわえられる。底部は摩滅のた

め不明。どちらも焼成はややあまく軟質、胎土には白色鉱物を少し含み、色調

は淡橙色を呈す。 4は平 らな底部か ら比較的急に口縁がのびる。口縁部は短 く

―〃 一



厚い。端部は丸くおさめられるも底部と
 i【ぎ _=て

口縁部の境は明瞭で部分的に段差がみら   b

れる。調整は摩滅がひどくわか らない。

胎上にはクサリ礫の微細粒を若干含む、

軟質で淡灰橙色の製品である。 6は土師

器の高台であるが、どのような器種に伴  第11図  仏性寺跡出上の上器

うものか不明である。摩滅がひどく調整は不明、胎土には径 2"″大のチャート

を含む。軟質で淡灰橙色を呈している。 7は土師器 。甕の口縁部である。摩滅

がひどく調整は不明、胎上にはクサリ礫の微細粒を含む。軟質、黄白色の製品。

8は 須恵器・甕口縁部である。内外面ともに回転ナデ調整が施 される。内面

には 1条の凹線がみられる。胎土には、黒色粒と白色鉱物の細粒を少し含んで

い る。焼成はやや甘 く軟質、淡灰色を呈す。 9は須恵器・鉢口縁部で、内面に

はよく使用されたためか象J離が顕著にみ られる。内外面ともに回転ナデ調整が

みとめられる。焼成は良好、灰白色で、径 1協程度の石英が含まれる。10は 須

恵器 。こね鉢底部である。摩耗がひどく調整は不明だが、底部外面には糸切 り

痕がのこる。焼成は甘 く軟質、灰自色で胎土には有色鉱物の微細粒が含まれて

いる。

5は調査区内で表採された磁器である。内面は淡灰緑色の釉がかけられてい

る。底部には糸切 り痕が残 る。

日.瓦類 (PL。 23、 第 12・ 13図 )

軒瓦は、巴文軒丸瓦 3型式、唐草文軒平瓦 2型式が出土した。それぞれ 1～

Ⅲ、 1～ I型式 と呼称 し説明を加えたい。

軒丸瓦

I型式 細い界線で区画 される内区に巴文を配する。巴の尾部は長くのび、

界線と合致す る。巴の頭部は欠落してお り不明であるが、全体に低 く細 さが感

じられるものである。外区にはややこぶ りの珠文が並ぶ連珠文が配置される。

外区の外側にも細い界線がめぐる。周縁は低く、その上面は瓦当面とほば平行

である。小片ばか りのにめ、丸瓦部 との接合関係はわか らない。瓦当面には離
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ヤ
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れ砂がみ られ る。摩滅のためよくわか らないが、瓦当裏面はナデ調整で平滑に

仕上げ られ るよ うである。焼成は甘 く軟質で、胎土 には径 1物程のクサ リ礫や

有色鉱物 の細粒 を含む個体が多 く認 め られ る。平安時代後期か ら鎌倉時代の も

のであろう。 3点のみ出上 した。 (1～ 3)

1型式 内区には太 く力強 さが感 じられ る肉厚な巴文を表現する。巴の頭部

については不明である。残 りのよい個体では、巴のやや内部 よ りに稜線がみ ら

れ る。界線は認め られない。外区には大 きい珠文を比較的疎に配す る。周縁は

高 く、内部に向ってやや傾 く。細片のため確かではないが、丸瓦はやや高い位

置に接合す るようである。瓦当裏面は丁寧にナデが施 され る。焼成は良好で、

胎土 にはクサ リ礫は多いが有色鉱物はあま り含まない ものが多い。鎌倉時代以

降の時期 を考えてお きたい。 5点出土 しだのみである。 (4～ 8)

Ⅲ型式 巴の頭部のみの破片である。 1・ I型式のどちらに対応す るか、あ
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るいはまったく別の ものであるか判定できないため、 1点のみの出土であるが

独立した型式を設定した。巴の頭部はやや丸 くおさまるが、中心で接合はしな

い。やや肉厚な印象をうけるものである。離れ砂はみられない。裏面は丁寧な

ナデ調整が施 される。焼成は良好で硬質、胎上にはクサ リ礫 と黒色鉱物の細粒

を多 く含む。 (9)

このほかに軒丸瓦の九瓦部のみが出上している。周縁には文様はなく、高い

ものだが傾斜はみられない。瓦当との接合面には、丸瓦の長軸にはば平行なヘ

ラ描 き沈線が施 され、接合を容易にしているようすが うかがえる。

軒平瓦

I型式 唐草文の向って左端の一部が残るのみである。細いがしっか りした

蕨手が 2回以上反転する。界線はみとめられない。周縁は細 く低いものである。

瓦当側面、下面および裏面は丁寧にナデ調整が施 されている。全体にシャープ

かつ繊細なイメージを受ける製品である。焼成は良好で硬質、胎土は精良で淡

橙灰色を呈す。地山直上包含層か ら1点のみ出土した。 (10)

1型式 均整唐車文の中心飾 り部のみである。中心に 1葉を置きその両側に

2葉ずつ配している。やや大 きく抽象的なもので、繊細 さは感 じられない。瓦

当裏面および下面にはナデ調整を施す。焼成は良好で硬質、胎土は精良なもの

である。暗灰色を呈す。 1点 だけ出土した。

軒平瓦でも同様に接合部ののこる平瓦部が出土した。接合面にはやはリヘラ

描き沈線が施 されている。瓦当上縁は横位のヘラケズリによって面取 りされて

いる。

丸瓦

本調査区で出上した丸瓦はすべて玉縁丸瓦である。絶対数が少なく分類する

にいたらなかった。

1は 丸瓦部で、凸面に縄タタキののちナデ調整をおこなっているが、縄タタ

キ痕が大部分明瞭にのこっている。凹面には糸切 り痕、布目圧痕がみ られ る。

側端面および凹面側の側縁はヘラケズリで形を整えている。胎土には径 2″″大

のクサリ礫や白色黒色の有色鉱物を多く含む。 2も 同じく丸瓦部である。凸面

は丁寧に長軸方向に平行なヘラケズリをおこなった後、ナデ調整を施して仕上
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げる。凹面には糸切 り痕、布目圧痕が残る。側端面、広端面および凹面側の側

縁はヘラケズリで形を整えている。また玉縁 と重なる部分の凹面側はヘラケズ

リで大 きくえぐっており、瓦を葺いたときに収まりをよくしている。胎土は緻

密でクサ リ礫を若千含んでいる。 3は 玉縁部である。玉縁は薄 く長い もので、

シャープな印象を受ける。凸面はナデ調整で美しくしあげている。凹面には糸

切 り痕、布目圧痕がみられる。玉縁の先端面、凹面側先端縁と側面はヘラケズ

リが施 される。胎土は精緻でごくまれにチャー トの細粒がみられ る。 3点 とも

に焼成は良好で硬質、色調は暗灰色を呈している。

平瓦

平瓦 もやはり出土数はごくわずかであるが、 1～ Ⅳの 4型式に分類すること

ができた。以下型式別に説明を加えたい。
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I型式 凸面に粗い縄タタキ痕が残る。条痕は側端に平行である。条痕の間

隔は約 1勁 と非常に粗い ものである。凹面にはやはり側端に平行な圧痕が十数

本みられる。間隔は 6～ 8効 と狭い もので、枠板圧痕とは考えにくいがその可

能性 も否定できない。あるいは縄の圧痕であろうか。摩滅が著 しいため詳細の

観察は不可能である。41J端面はヘラケズリが施され る。胎土は粗く径 1″″大の

クサ リ礫 とチャー トがわずかに含まれる。焼成は甘 く軟質、淡灰自色の製品で

ある。 (4)

1型式 凸面に側端平行の縄タタキがみられる。タタキの後狭端付近のみ無

造作に指で粘上を押えつけている。凹面には糸切 り痕および布 目圧痕の後から

縦横無尽に強いナデが施されるが、それも非常に粗い もので、なおも圧痕はナ

デの間隔か ら観察す ることができる。狭端、側端 ともにナデ調整が施 されるが

その後から凹凸面のナデがおこなわれているため、各端面に粘土がかぶさって

いる。雑な調整である。胎土は緻密である。焼成は良好で硬質、淡青灰色を呈

す。 (5)

Ⅲ型式 凸面に斜格子タタキが施され るものである。叩き板の単位は幅 5勁、

長さ15勁 以上を測る。タタキ痕が文様的な意味あいをもつのか、整然 とならべ

られている。凹面は摩滅のにめよくわか らないが、糸切 り痕が部分的に残 り、

離れ砂がみられる。側端、狭端両面はヘラケズリで整えられる。まだ、凹面側

の狭端縁はヘラケズリで面取 りされている。比較的薄 くつくられている。胎土

には径 2″″以下の長石やクサリ礫、チャー トなどを多量に含んでいる。焼成は

甘 く軟質、灰白色を呈 している。 (6)

Ⅳ型式 摩滅のため確実ではないが、凸面には糸切 り痕がのこり部分的にナ

デ調整が施 されているのみである。凹面には糸切り痕が残 る。側端面はヘラケ

ズリが施される。胎土には径 5肋大のチャー ト礫、石英および有色鉱物の細粒

を多く含む。焼成は甘 く軟質、色調は灰白色を呈す。 (7)

以上が本調査区出土の瓦類である。大半が特定の層位あるいは遺構にともな

うということを、確定できないものばか りである。今後の調査に遺構との関連

を追及す ることを委ねたい。

― 記 ―



第 5章 岡中遺跡の調査

1,位 置 (第 14図 )

調査区は馬場丘陵の南端にあたる愛宕山の西南方、蛇行する金熊寺川の右岸

に位置している。金熊寺川が流れを変えなが ら形成した沖積段丘面上に立地す

る。西北50%の地点には府天然記念物岡中鎮守社の大樟があると岡中の集落を

通って山中渓へぬける小栗街道とは、最短 100%ほ どの距離である。

調査区の小字について、登記上は「 長善寺 」であるが、現地では「 テラマエ

(寺前 )」 と呼称 されている。周辺には「 長善寺 」の小字が多 くみられる。

なお岡中遺跡は新規発見された もので、当調査が初めての発掘調査 となる。

遺跡の範囲は現在のところ東限が愛宕山、南・西限が金熊寺川、北限がJR阪

和線で区切られる東西 200%、 南北 250%の 偏楕円の範囲を占めるものでる。

当調査区は遺跡のほぼ中央やや南よりに位置しており、現在の地番では信達

岡中 262-1に あたる。
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第14図  岡中遺跡調査区位置図
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2.層位 と遺物の出土状況 (PL。 6)

基本的な層位は、耕土と2層 か らなる床土を除けば上より、暗黄灰色上、暗

灰色含礫上、暗灰褐色含礫土の地山層 と続 くものである。ただし部分的に暗黄

灰色上の下層に淡灰色土あるいは淡褐色土の薄い層がはさまることがある。ま

だ地山直上に暗責灰色含礫上が部分的に堆積してい る状況がみられた。遺物包

含層は暗灰色含礫土と暗黄灰色含礫土であり、後者により多 くの遺物が包含さ

れている。

3.遺 構 (PL。 6、 第 15・ 16図 )

小面積の調査にかかわらず多 くの遺構が検出された。その数はピット4、 土

坑20、 集石遺構 1の多きを数える。

ビット

ピットは 4カ 所で検出された。すべて直径20勁 ほどの円形プランを有 してい

る。 3のみ柱穴が確認されだ。埋土は 1が黄褐色混じり灰色土、 2と 4が暗灰

帽色上、 3の掘形が黒褐色混じり茶灰色上、柱穴が黄色混じり灰色上である。

この うち 2～ 4が直線上に並び、その間隔は心々で約 1.4物 を測 る。

SX 01

本来不定型の土坑 として扱 うべき遺構であるが、土坑内に土師器が埋納 され

た状況が確認できたので、単なる土坑 とは一線を画 してここでは sX01の呼称

を用いることにした。

トレンチの中央部、地山直上の遺物包含層の上面で検出された。地山面を掘

り込んでつくられているものである。いびつな楕円形を呈 しており、その外縁

には部分的に河原石が並べ られている。埋土は上層より淡黄灰色土、暗灰色砂

礫上の 2層 に分かれる。長径 1.1筋 、短径 0.9陶 、完掘で30勁の深 さを測 る。

土師器が埋納 されていたのは、暗灰色砂礫土上面である。上向きに置かれた

皿 Bの そばに、小皿 A2点が同じく上向きで、重ねられた状況で出土した。こ

のほかに土師器・皿 A・ B・ C'小皿 A・ B'D、 須恵器 。片口こね鉢 、瓦器、

瓦片が出土している。
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SK 01

楕円形プランを もつ

浅い土坑である。包含

層上面での検出。 トレ

ンチ外にひろが るだめ

全貌 は知 り得ない。黄

灰白色粘上が充填 され

ているが、強 く固め ら

れてはいない。埋土に

は長 さ2～ 5″%程の炭

片が顕者 に認められ る。

長径 80勁 以上、短径50

勁、深 さ10物 を測 る。

土師器・皿 A・ B、 須

恵器・こね鉢 、常滑焼

片、瓦片が出土 した。

SK 02

包含層上面で遺構の

一部が検出 されたにす

320″

ざないが、楕円形プランをもつものであろ う。黄灰自色粘上が充填 されている。

SK01に比べると淡黄灰色土が多く含まれている。長径70勁以上、短径40翻 以

上、深 さ5財 を測 る。遺物は土師器 。小皿 Aが出土している。

SK□ 3

楕円形プランの浅い土坑である。地山上面で検出されに。埋土はややシル ト

に近い褐色土である。黄灰白色粘土のブロックを若干含む。長径90勁、短径60

M、 深 さ10翻 を測る。土師器・皿・小皿C。 紀伊型甕、瓦器などが出土したが、

みな細片ばか りで図化できる遺物はない。

SK□ 4

平面楕円形の浅い土坑である。地山上面で検出されに。埋土は暗灰色砂礫土
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第15図  岡中遺跡 SX□ 1
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で、黄灰自色粘土のブロックを若干含む。長径70勁 、短径40M、 深さ10勁 を測

る。遺物は土師器・皿C・ 小皿D・ 紀伊型甕、瓦器が出上している。

SK 05

平面楕円形の浅い土坑の一部が深 く落ち込んでいる。土坑にピットが重複し

たものである可能性は払拭できない。埋土は暗灰色砂質土か らなる。地山直上

包含層を切 り込んでいる。長径80勁 、短径40勁 、深 さは浅い部分で10勁 、深い

部分では25勁 を測 る。土師器 ・皿A・ B・ 小皿 A・ D・ E・ F・ 紀伊型甕、須

恵器、白磁・椀、青磁・椀、瓦器、瓦が出上した。

SK□ 6

S K05を切 って掘 り込まれている。 トレンテ外 に大部分が拡がるもので平面

形は不明である。底は平坦面 となっている。地山上面から検出された ものであ

る。埋土は暗黄灰色上である。南北80勁 以上、深 さ30勁 を測る。遺物は土師器

・中皿 A・ 小皿 Cが含まれていた。

SK□ 7

S K06同様 トレンチに一部がかか ったにすざず、全容はわか らない。埋土は

暗黄灰色土である。地山上面か ら検出された。東西60切 以上、深 さ15勁 をはか

る。土師器・皿 C・ E・ 小皿 A・ D。 す り鉢が出上している。

SK□ 8

平面形は不定形の大型土坑である。地山上面で検出 された。埋土は暗責灰色

土か らなる。東西 1.2%、 南北 1物 、深 さ20勁 を測 る。遺物は土師器や瓦器が

多 く出土しているが、すべて摩滅の激 しい細片ばか りで図化できるものはまっ

,こ く たFい。

SK 09

地山上面で小土坑の一部が検出されたのみであるが、 トレンチ外にはあまり

拡が らない ものと思われる。埋土は炭を多 く含む暗褐色土で、土器の細片 とと

もに焼土が若干認められる。 SK 10を 切 り込んでいる。規模は、東西30勁 、南

北20勁 以上、深 さ15勁 を測る。土器の細片が多 く含まれるが、図イヒできたのは

瓦器のみである。
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SKl□

楕円形プランをもつと思われる小土坑であるが、 SK 09に切 られているだめ

確かではない。 S K09と ともにピットの可能性 も捨てられない。埋土は炭混じ

りの黄灰色上である。地山上面で検出された。長径30勁 以上、短径20勁 、深さ

10勁 を測 る。土師器および瓦器の細片がわずかに出土しているが、図化は不可

能である。

SKll

ややいびつな隅丸方形の平面形をもつ土坑である。 S K12・ 14を 切 り込み、

S K 13・ 16に逆に切 り込まれている。一辺60翻 の正方形に近いかたちで、深 さ

は10勁 を測 る。地山上面での検出。上面より上師器・小皿 B・ Dが 、暗灰色砂

質上の埋土か らは土師器・皿 A・ D。 小皿 A・ B・ D・ 瓦器が出土 している。

SK12

他の上坑 との切 り合い関係があるため全体を知ることはできないが、楕円形

プランをもつ ものと思われる。 SK■ に切 り込まれている。地山上面で確認で

きた。埋土は暗灰色の砂礫上である。長径80翻 以上、短径50翻 、深 さ20Mを測

る。土師器・皿A・ 小皿 Eが出上しだ。

SK15

地山上面で検出された。楕円形プランの小土坑である。上面か ら土師器・皿

・小皿が数点重なった状態で出土 している。 SK H。 15i16を 切 り込んでおり、

先後関係が うかがえる。埋土は暗灰色上である。土師器・皿A・ 小皿A・ B・

Cお よび瓦器片が出土 しだ。

SK14

SK■ に切られる小土坑である。いびつなかたちであるが、ピットの可能性

も考えておきたい。 トレンチ外へはあまり大 きく拡がらないようである。少 し

強引に長・短の軸方向を設定すると、短軸方向に20M以上、長軸方向に20勁以

上、深 さは 5例 を測る。埋土は灰色砂礫土か らなる。地山上面で検出した。遺

物は土師器細片が 1点 出土したのみである。図化は不可能であった。

SK15

SK 13に切 り込まれる土坑である。 SK 12と の直接的な切 り合い関係は認め
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られない。ややいびつな楕円形を呈 している。埋土は暗灰色砂礫上である。地

山上面で検出 された。長径50勁 以上、短径40勁 以上、深 さ10翻 を測る。土師器

の細片が 3点出上したがどれ も図化はできなかった。

SK16

平面楕円形の小土坑である。 SK 13に は切 り込まれ るが、 SK llと は接す る

のみで sK■ との間には切 り合い関係はない。埋土は炭を含む責灰色上である。

地山上面で確認したもの。楕円の長径は50勁 以上、短径30翻以上、深 さ15例 を

測る。出土 した遺物は土師器 と瓦器の細片が数点ずつで、みな図化はできなか

った。

SK17

トレンチの東隅、集石遺構基底面すなわち地山面で確認 された。不定型の大

型土坑である。集石遺構にその大部分を覆いかくされていた。埋土は暗灰色土

である。規模は トレンチの外に拡がるため、全容は知 ることができない。長径

1物 以上、短径 0,7陶 以上、深さ10勁 を測 る。遺物は土師器・小皿 Aが認めら

れる。

SK18

円形プランになろうか と思われる小土坑である。直径50勁 、深 さ15例を測 る。

地山上面で検出されだ。埋土は 2層 にわかれ上層は暗黄灰色土、下層は灰色砂

礫土となる。遺物は比較的上層に多 く含まれている。上層か らは土師器・皿が、

下層か らは土師器・小皿 B、 瓦器が出土した。下層の遺物は細片ばか りで図化

できるものはなかった。

SK 19

不定型の深い土坑で、SK01に切 り込まれ るものである。地山上面で検出さ

れた ものである。長径90初 、短径40勁 、深 さ40翻 を測る。埋土は灰色砂質土か

らなる。遺物は土師器・小皿 Aが出土している。

集石遺構

トレンチの東隅付近で、河原石が楕円形に集合しているものが検出された。

外周が楕円形になるようあきらかに意識して置かれているものであることか ら、

集石遺構 として とらえた。手のひらか ら人頭大のやや偏平な砂岩河原石を、楕
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第 16図  岡中遺跡集石遺構

円を呈するように置いている。北西側は楕円状に整然 と並んでいるが、南東側

は楕円を意識するものの完全にはつなげられず、楕円形の範囲外にこぶし大の

河原石が比較的多 くみられる。大小の礫群すべてに火を受けたような痕跡はみ

とめられない。

集石の中央部は 2～ 3石を積み上げるのに対し、外周部は 1石 しか配しない

ので、結果的にやや中央部が高くなるものである。石相互の間には黄褐色土が

若干介在する。基底面は平坦で、下層には集石に伴 うような掘 り込みは認めら

れない。下層にはわずかに黄褐色土が存在するが、それを除くとす ぐに地山面

があらわれる。規模は長径 1.4物 、短径0.8物 (小礫群を含めると1.1陶 以上 )、

基底面からの高 さ20勤 を測る。出土遺物には土師器・皿A・ 小皿A・ B、 須恵

器・鉢、蛤壺、瓦片などがある。

4,遺 物 (PL.8・ 9)

出土遺物には須恵器 。こね鉢、土師器 。皿・小皿 。甕 、瓦器・椀、青磁・椀、
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白磁・椀、黒色土器・椀、軒丸瓦、丸・平瓦、雁振瓦、壁土、鉄製品などがあ

げられる。このうち土師器が出土総量の大部分を占める。瓦器の出土は比較的

少ない。ここでは特に土師器・皿・小皿に分類を試みた。以下遺構出上の遺物、

包含層出土の遺物のllkに説明を加えたい。

土師器・皿

多 く出土 しているが、残存の状況はあまりよくない。 7型式に分類できた。

A 内彎 しなが ら上方にのびる国縁を持つ。国縁端部は丸 くお さめる。やや厚

手のものが多 く丸底 を呈す。全体に胎土は精緻だが、焼成はあまい ものが多く

みられ る。色調は灰白色のものが もっとも多い。 (53・ 54)

B わずかに外反 しなが ら上方にのびる口縁を持つ。端部はまるく仕上げられ

る。比較的薄手の個体が多 くみうけられ る。平底である。焼成は良好だがやや

軟質、胎土は精良な ものが多い。色調はやは り灰白色中心である。 (37)

C 完形でのこるものはないが、薄手の口縁部が直線的に外上方にのびるタイ

プ。底は平底 と考えられる。口縁部 と底部の接合痕が確認できるものが多 く、

接合面は内面側が長 く伸 びる。接合時に内面を回縁端部か ら底部にむかってな

でつけたためであろう。接合方法 とその後の調整がわかる唯―の型式である。

出土数は少ない。焼成は良好で硬質 、色調は灰褐色を呈す。 (43・ 56)

D 完形でのこるものはない。外上方に大 きくひらく口縁を持つ。口縁部 と底

部の境界が肥厚する傾向が顕著にみ られる。絶対的に数が少ない。軟質で摩滅

が激しい個体ばか りである。胎土は精良。 (20・ 21)

E ゆるやかに内彎 しながら外上方にのびる口縁をもつ皿である。外面は強い

二段ナデが施 される。胎土は緻密だが径 1朋 以下の鉱物の細粒を若干含む。焼

成はややあまく淡黄灰色を呈す。 (90)

F 薄 くつくられた底部か ら、国縁がすこし外彎 しながら外上方にのびる。端

部はうすいが、底部 との境から端部直下までを内方に厚 く肥厚 させ る独得のプ

ロポーションをもつ。摩滅が著しく、調整の詳細はよくわか らない。胎土は精

良だが、焼成はわるく軟質、淡黄白色を呈 している。 (91)

G まっすぐ外上方にのびる口縁をもつ。内面には不定方向のハケ調整が施 さ

れる。国縁端部付近の内外面はヨコナデで整形する。底部は不明であるが、や
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や平底にちかいかたちになるとも考えられる。焼成は良好で硬質、胎土は精良

な もので内面は黒褐色、外面は淡黄灰色を呈す製品である。 (93)

土師器 。中血

数は絶対的に少ないが、 3型式に分類す ることができた。

A 九い底部にゆるやかに内彎する口縁部がつ くタイプ。tt Aを小さくしたよ

うなプロポーションである。図化できたものはほとんどなかった。国径は約 8

勁を測 るものである。 (10)

B tt Dと 同様な形態をとるもので、口縁部 と底部の境が肥厚する。やは り軟

質で摩滅の進んだ ものばか りである。 (65)

C 平 らな底部 とゆるやかに内彎する口縁部か らなる。国縁端部は外方に折 り

曲げられる。底部 と口縁部の境は外方に肥厚し丸みをおびたプロポーションを

持つ。口縁部は内外面 ともにヨヨナデで仕上げられる。底部内面はナデ、外面

は不調整である。胎土は精緻で、焼成はあまく軟質、淡黄灰色を呈す。(112)

土師器・小皿

土師器の出土総数の大半を占める。少なくとも5型式に分類できた。

A 平 らな底部か ら急に短い口縁部が直線的に立ち上がる。比較的薄手である。

口縁端部は丸 くお さめられ る。口縁部には強 くナデ調整を施すため、底部との

境界に稜をなす個体が多 くみられる。底部外面は不調整、内面はナデののち口縁

部内外面に強いヨコナデを施す。小皿の大半を占める。(66,79)

B 厚手の製品で、短い口縁部はわずかに内彎する。底部 と口縁部の境は明瞭

である。全体にくずれた感 じがするもので、シャープさは感 じられない。内面

は丁寧にナデが施 されているが外面は雑になでられるだけであるも焼成は良好

硬質の製品が多い。色調は淡灰褐色が一般的である。 (16)

C 薄い底部か ら、外彎 しなが ら外上方にのびる口縁が急にたちあがる。底部

と口縁部の境は明瞭で、シャープさが感じられ る。焼成は良好で堅 く、胎土は

精緻なものである。色調は淡橙色を呈す。出土数は 2点 のみ。 (8・ 52)

D 底部か らゆるやかに内彎する口縁部が続 く。底部がそのまま内彎し口縁に

移行するようなかたちである。厚手 と薄手のものがあり、薄手の製品の特徴と

して粗い胎上のものが顕著にみとめられる。外面はナデがおこなわれるがあま
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り丁寧ではない。出土数は少ない。 (18・ 19)

E 平坦で薄い底部にやや外彎 ざみの口縁がつ く。底部 と口縁部の境は肥厚す

るものである。絶対数がわずかで、しか も摩滅の激しい ものなので、調整の詳

細については不明である。焼成は甘く軟質のものばか りである。 (22)

A。 遺構出上の遺物

ピット(72～74)ピ ット1よ り土師器・皿 B(74)・ 紀伊型甕細片および瓦

器細片が、ピット2よ り皿A(73)。 小皿

ている。ピット3掘形から土師器 と瓦暑

柱穴か ら土師器細片がそれぞれ出上 しЧ

可能であった。どれ も摩滅が著しく調整は不明である。   杵下

「

―雪
碗

焼成は軟質なものばか りである。 第 17図 岡中遺跡出土
の軒丸瓦

SX□ 1(31～ 46)

土師器・皿 A(42)・ B(37・ 38)・ C(43)・ 小皿A(31～ 34)・ B(35。 36)。

D(39～ 41)、 東播磨系の須恵器片口こね鉢 (44～ 46)、 平瓦等が出土 している。

重ねて埋納 されていたのは、35～ 37の 3点 である。須恵器 こね鉢 44は まっす ぐ

に外上方にのびる口縁部をもつ。端部にはやや九みを帯びた面を持つ。内外面

ともにナデ調整が施 されている。焼成は良好、胎土には径 1物以下の自色鉱物

が含まれる。青灰色を呈す。45も 同じく口縁端部には面を持つが、内傾 してお

リシャープである。端部外面を下方に拡張して端面を強調す るものである。内

外面ともにナデがおこなわれている。胎土は粗 く焼成は良好である。46は 薄手

の製品で、口縁端部を内方へむけてつまみ出すことにより、端部に面をつ くる。

端面はほぼ水平である。ナデによる凹凸が激しく器壁は波 うっている。胎土は

粗 く、焼成は甘 くやや軟質、灰自色の製品である。

平瓦 (第 18図・1)は 凸面に側縁に平行な縄タタキが残るもので、細い条痕が

密にみられる。凹面は布目圧痕がのこる。側端・狭端面はヘラケズ リが施 され

る。凹面側の狭端縁および側縁は、やや広めの面取 りがなされる。胎土に砂礫

の混入がおお く、軟質の製品である。

SK 01(1～ 6)

1～ 3は 、土師器 。皿である。 2は皿 A、 1・ 3は皿 Bに わけられる。 4は
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0                                             30効

岡中遺跡出土の平・道具瓦

瓦器のややこぶ りの椀である。口縁部外面はナデのためすこしへこんでいる。

焼成は良好。 5。 6は 須恵器 。こね鉢のそれぞれ底部、国縁部である。 5は底

部か らゆるやかに立ち上がる体部がわずかにのこる。内外面ともに摩滅のため

調整はわか らない。胎土は粗 く焼成はややあまい。青灰色を呈す。 6は 体部か

ら内上方に屈曲する口縁で、端部は丸くおさめられ、屈曲部外方には少しだけ

拡張 されるものである。胎土は精良で灰白色を呈している。このほかには、外

面に平行タタキがのこる常滑焼片が出土 している。

SK□ 2

土師器・小皿A(67)が 出上 している。焼成は良好で硬質、色調は灰褐色を呈

す。ほかには土師器細片が出土 しているが図化に耐えるものはない。

SK 05

土師器・皿 。小皿 C・ 紀伊型甕、瓦器などの細片が出土するのみ。図化でき

るものはまったくなかった。
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SK□4

69は 土師器 ・皿 Cで ある。口縁端部に近いところをす こし肥厚 させる。焼成

は良好で硬質の製品。ほかに小皿 D、 紀伊型甕 、瓦器 ・椀底部片などが出土 し

たが図化で きるものはなか っだ。

SK□5(22～ 30)

土師器・皿 A(25)。 B(26)・ D(24)。 小皿 A(23)・ B(28)・ D(27)。 E(22)、

器種不明須恵器 (30)、 自磁・椀 (29)、 青磁・椀、瓦器細片、雁振瓦、銭貨など

が出上 している。30は 須恵器であるが小片であることも手伝って器種すら判断

できない。外面には断面三角形の突帯が もうけられる。内外面 ともに回転ヨヨ

ナデが施 される。胎土は緻密で焼成は良好、青灰色を呈 している。29の 自磁は

口縁端部付近までヘラケズリが施 されているようすがうかがえる。釉ははば透

明に近いものである。 きめの細かな胎土には黒色鉱物の微細粒が多 く含まれて

いる。また図化できなかっkが青磁は龍泉窯系のもので、外面には蓮弁が表出

されている。蓮弁には稜線がおばろげなが らも確認できる。

雁振瓦 (第 18図・6)は 、広端の一部が出土 した。凸面には離れ砂が残る。縦

位のヘラケズリが行われているようだが、摩滅のため詳細不明。凹面には 1～

1.5勁 間隔の枠板圧痕がみられ る。広端側にはヘラケズリによるエグリが施 さ

れ玉縁 との重な りをよくしている。側端面はヘラケズ リで整えられ る。焼成は

あまく軟質、このため風化が進み摩滅が著しい。胎土は径 2 ηη程のクサ リ礫を

少 し含む。色調は暗灰色を呈している。

銭貨は風化が激しく、文字はまったく判読できなかった。

SK06(62・ 65)

65は土師器 。中皿 B、 62は小皿Dである。62は 薄手のもの

で、胎土は比較的粗 く淡橙灰色を呈 している。このほかには

土師器細片が出土 したのみである。

SK□ 7(55～ 61)

土師器・皿 C(56)。 小皿 A(55)。 D(57・ 58)。 すり鉢、瓦器などが出上して

いる。す り鉢は底部の小片であり、また摩滅が著 しいため詳細は知 り得ない。

外面には縦位のハケ調整が施 されるのがかろうじて看取できる程度である。胎
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土には径 32"大のチャートを非常に多く含むもので、焼成は甘 く軟質の製品。

またこのはかに土師器の高台が 1点 みられるが、どのような器種にともなうも

のかはわか らない。瓦器を模倣したものであろうか。

SK□ 8

土師器、瓦器などの細片ばか りで、図化できるものはなかった。

SK09

71は瓦器・椀である。内面にのみ暗文が疎に施 されている。口縁外面はナデ

調整により若干へこんでいる。他は土師器細片ばか りで図示できない ものばか

りである。

SKl□

土師器、瓦器の細片ばか りで、図化できる ものはなか った。

SKll(14～ 21)

土師器 。皿 A・ D(20。 21)・ 小皿 A(14・ 15)。 B(16・ 17)・ D(18・ 19)、 瓦

器片が出土 した。18は 小皿 Dで も胎土 は粗 く、 S K 06出上の62と 胎土・焼成が

非常 によく似てい る。同一二人が製作 した ものであろうか。

SK12

70は土師器・皿 Aで ある。 このほかに小皿片 も出上 しているが、型式の判別

が不可能 な小片である。

SK15(47～ 54)

土坑上面か ら土師器、瓦器が重ね られた状態で一括出土 した。土師器 ・皿 A

(51・ 53・ 54)。 小皿 A(47・ 48)。 B(49,50)。 C(52)が 図化できたが 、他の

瓦器などは細片で図化は不可能 だった。

SK14

土師器の細片が 1点出土 したのみ。図示不可能。

SK15

土師器の細片が 3点 出上 したのみ。図化はどれ もできなか っだ。

SK16

瓦器細片が数点出土 したが、図化 に耐 え得 るものはなか った。
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SK17

土師器・小皿 A(64)が 1点出土した。

SK18

埋土上層より上師器・皿 A(68)が 1点検出された。下層か らは図イヒできない

ものの上師器・小皿 Bが瓦器細片 とともに出土している。

SK19

土師器・小皿 A(63・ 69)が 出土している。

集石遺構 (7～ 13)

土師器・皿 D(11)。 中皿A(10)。 小皿 A(7)・ B(8。 9)、 須恵器・鉢 (13)、

蛤壺 (12)の 他、玉縁丸瓦の細片 も出土した。

日.包含層出上の遺物 (PL.9、 第 17・ 18図 )

包含層出土遺物には土師器・皿・小皿・甕・須恵器・壷 。こね鉢、瓦器、瓦質

土器、磁器、陶器、黒色土器、軒丸瓦、平瓦、壁土などがある。79～ 104は 地

山直上層以外か ら出土した もの、 105～ 147は地山直上の暗黄灰色含礫土か ら

出土したものである。

地山直上層以外出上の遺物

出土遺物 には土師器、須恵器、磁器、陶器、平瓦、壁土が出上している。

上師器は、92が皿 A、 86～ 89は皿 B、 90・ 91。 93が それぞれ皿 E・ F・ Gの

各型式のものである。また79～ 84お よび 96。 97は 小皿Aにわけられ る。また

79,96・ 97の 内面にはススが付着している。このほかに甕口縁 (98)が 1点出

土している。調整については摩滅が激しく観察不能である。B台土は精良だが、

軟質の製品である。

101～ 104は 須恵器 。こね鉢である。 101は 口縁端部に内傾する面を持つ。

胎土には黒色鉱物の細粒が含まれている。 102は 国縁端部を内上方に強く屈曲

させ、屈曲部を外方に肥厚 させ る。胎土には径 5η筋程の礫が混入しているほか

に、石英の細粒が少し含まれている。 103は 口縁端部を上方に屈曲させる。屈

曲部外面はやや肥厚し丸みを帯びる。口縁端部はおさえられており、内方にす

こし突出する。胎土には砂粒の混入はあまりみ られない。 104は外上方にのび
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る口縁をもち、外面を下方に肥厚 させ ることにより端部に内傾する面を形成す

る。端部上端は使用 されたことにより摩滅が激しい。胎土は粗 く白色鉱物が少

し含まれている。

99・ 100は 瓦器椀の底部である。どちらも見込みには暗文が疎にほどこされ

ている。比較的薄手の製品である。

85は 磁器である。小皿であろうか。釉は内外面すべてが剣落 しているため、

ヨコナデで整形したようすがはっきりとうかがえる。わずかにのこった釉か ら

淡灰色を呈していたことがわかる。

94は 陶器の甕口縁部で、端部はやや中央が くばむ面を持ち、上方に拡張 させ

ているものである。淡褐色の釉がかかる。灰色を呈す る胎土には砂礫などの混

入はみとめられない。98は 陶器の底部である。全体に淡緑色の釉がかかるもの

で、粗い貫入がみ られる。見込みの中央に近い部分に、スタンプ文の一部がの

こっている。美濃焼であろうか。胎土は灰白色で精良な ものである。

平瓦 (第 18図 )3は 凹面に も丁寧なナデ調整がおこなわれている。端面はヘ

ラケズ リが施 されるが、面取 りはされていない。胎土にクサリ礫や有色鉱物の

細粒を多 く含んでいる。軟質の製品である。 4は 凸面にも糸切 り痕がみられる。

凹面には糸切 り痕 と布 目圧痕が残る。凸面にのみ離れ砂が認められる。側端面

はヘラケズ リが施 され、凹面側の側縁を面取 りののちナデ調整で仕上げる。硬

質で淡青灰色を呈している。胎土は緻密だが径 1肋以下の灰色クサリ礫が含ま

れ る。

図示できなかったが、残存で直径 3И ほどのスサ入 り焼土塊が数点出土 しに。

火熱を受け赤変している。粘土は非常に粗い もので、砂礫が多 く含まれている。

壁土あるいは屋根土であろう。

地山直上層出上の遺物

地山直上層か ら土師器、須恵器、瓦器、瓦質土器、磁器、陶器、黒色土器、

軒丸瓦、平瓦が出土した。

土師器は、 ■9～ 121と 123が皿 A、 ■9・ 122が皿 B、 H2が中皿 C、 105

～ 107・ 111・ 113～ 116が小皿 A、 ■0が小皿 B、 108・ 109・ H7が小皿Dに分類

できた。このうち 107は 内面にススが付着 している。また 124・ 125。 135・ 137
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が甕である。甕の 124は 、強く屈曲する頸部から外上方に口縁がのびるもので

口縁端部は上方につまみあげられる。口縁端部は中央のくばむ内傾面を持つ。

内面頸部以下にはナデ調整、他は全体にヨヨナデが施 される。 125も 同じく頸

部の屈曲は強い もので、やや外彎 ぎみの口縁をもつ。口縁端部は下方につまみ

だされ、やや丸みをもつ内傾面をもつ。外面はヨコナデがお色なわれるが、内

面は摩滅のためわからない。どちらも外面にはススの付着が顕者に認められる。

135は紀伊型甕の突帯である。体部 との、接合面がわずかに観察できる。以上

3点はみな胎土に砂礫を非常に多く含んでお り、焼成は良好で硬質、暗灰褐色

をていしている。 137は土師器 。甕である。外上方にのびる国縁は、端部を上

方につまみあげられている。端部内面は強いナデのためやや彎曲する。焼成は

あまくやや軟質で、胎土には黒雲母など鉱物の細粒をわずかに含んでいる。

143～ 147は須恵器である。 143に は高台がつく。欠損のため明らかではな

いが、断面逆台形を呈し低 くふんばるものになると思われる。内面には淡緑色

の自然釉が認められる。体部外面はヘラケズリののち丁寧にナデ調整が施 され、

内面にも全体にナデ調整がおこなわれる。胎上には墨をばかしたような黒色粒

や長石の吹き出しが顕著にみられ る。焼成は良好で硬質、淡灰色を呈す。 144

・147は こね鉢である。144は 口縁外面を下方に肥厚 させシャープな内傾面をつ

くる。上端はおさえられ、わずかに内方に突出する。 145は 口縁端部を外方に

肥厚 させる。全体に回転ナデで仕上げられる。146・ 147は ともにまっすぐ外上

方にのびる体部から、一度外方にお りまげそこか ら上方にたちあげて口縁部を

つ くる。端部外面はやや内傾する面をもつ。調整は全体に回転ナデが施 される。

146。 147は 別個体 としたが、同一個体の可能性があるものである。こね鉢はす

べて胎土には白色および黒色鉱物の微細粒を含んでおり、焼成は良好でやや軟

質の製品がおおい。

127ん 133は 瓦器である。 127は 小皿で、内外面はヨコナデが施 され る。128

は椀で口縁部外面はナデのため少しくばんでいる。内面にはナデ調整の後暗文

が疎に施 され、外面は端部付近にナデがおこなわれる以外は不調整である。や

や厚手の製品。 129～ 132は 椀の底部ですべてに高台がつ く。 130の見込みに

は螺旋状の暗文が施 される。また 132は 高台がしっか りと外方にぶんばるもの
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で、見込みには密に暗文が施 されている。瓦器は全体に胎土は精良だが、焼成

は甘 く軟質のものばか りである。

126は 瓦質土器 。す り鉢底部である。内面は体部にハケ調整が、底部にはナ

デが施 される。外面は摩滅のため不明である。胎土は粗い もので、焼成はあま

く軟質、色調は暗灰褐色を呈している。

138～ 142は 磁器および陶器である。 138・ 139は ともに龍泉窯系の青磁・椀

で、外面に蓮弁を表現 している。蓮弁にはおばろげなが らも稜線が存在する。

釉は灰緑色を呈してお り、 139には全体に非常に粗い貫入がみ られる。胎土に

は自色や黒色の有色鉱物の微細粒が少 し含まれている。 141は 底部片で、見込

みには刺突文で文様が表出されている。底部外面はヘラケズリが施 されている。

釉は透明に近い緑色。胎土には黒色鉱物の微細粒がわずかに含まれている。142

は小型壺の口縁部である。外面には縦位の焼線が施 される。口縁端部はヘラケ

ズリで面取 りされている。胎土には黒色鉱物の微細粒がわずかに含まれている。

136は 陶器の口縁部である。端部外面をやや肥厚 させる。回転ナデで仕上げ ら

れている。内面には自然釉がかかる。色調は淡灰褐色を呈し、胎土は精良なも

のである。 140は 陶器 。す り鉢である。内面には■条以上を 1単位 とするす り

目がみられる。外面はヘラケズリののちナデがおこなわれる。胎土には径 1″″

程の自色粒が少し含まれている。暗灰褐色を呈す。

黒色土器の底部が 2点出土 した。 133は 薄い底部にやや外方にふんばる高台

がつ く。 134は 厚手の底部にまっす ぐ下方にのびる高台がつ くもの。 どちらも

張 り付け高台である。内部のみ黒色を呈 している。胎土は両者 ともに精良で、

やや軟質の製品である。

軒丸瓦が 1点出上している。太細 2重の界線で区画 される内区には、蓮弁の

側面観が表出される。肉厚で非常に立体的である。欠損のにめ蓮弁は 3葉 しか

残らないが、仏像文の台座を表現した ものであろう。やや肉薄の周縁は無文で、

上面は瓦当中心に向ってわずかに傾斜している。周縁上面か ら瓦当側面にかけ

てナデ調整で丁寧に仕上げられる。瓦当裏面は象J離 しているだつ、調整は不明

である。胎土は緻密で径 1"″以下の自色および黒色の鉱物を少し含んでいる。

焼成はややあまく、軟質で淡灰自色の製品である。集石遺構付近の地山直上層
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である、暗黄褐色含礫土より出土したものである。

平瓦 2は凸面に側縁に平行な縄タタキの条痕が残るものである。条痕はやや

太 く疎である。凹面には糸切 り痕、布目圧痕がみとめられ る。側端面はナデ調

整で仕上げられシャープさに欠けている。面取 りはおこなわれない。胎土には

若干有色鉱物の微細粒が含まれるがおおむね精良なもので、焼成は良好で堅緻、

暗青灰色を呈 している。比較的薄く造 られた製品である。 5は 凸面に丁寧なナ

デ調整を施すものである。凹凸両面に糸切 り痕がのこる。側端面にも糸切 り痕

状の痕跡がみられるが摩滅のためさだかではない。凹凸どちらの面にも離れ砂

がのこる。焼成はあまく軟質で、胎上には径 3効以下の赤色クサ リ礫が非常に

多 く含まれ るのが特徴的である。

一 醐 ―



第 6章 まとめ

昭和62年度に実施した発掘調査は、男里遺跡 10カ 所、幡代遺跡、仏性寺跡、

岡中遺跡が各 1カ 所の合計18カ 所である。以下、順にまとめていくこととする。

男里遺跡において昭和50年度以降実施 された行政機関による調査は、そのほ

とんどが トレンチ調査による小規模な ものばか りで、十分な成果が与えられた

わけではない。今年度 も例年 どおり個人住宅の建設に伴 う事前の発掘調査が大

半であるにめ、いずれ も小面積の調査区しか設定できず遺構はもとより、遺物

の検出すらままならぬ状態であることは、否定 しがたい事実である。しかし、

そうはいっても獲得 された知見は決して少ない ものではない。

調査は上述したごとく10カ 所で行なわれた。遺跡は地形的に男里川の周辺に

展開する自然堤防、氾濫原、沖積段丘等にかけて広が りをもっている。今回は

1・ 2・ 5区 が自然堤防上、6～ 10区が沖積段丘の縁辺、 3・ 4区が氾濫原の位

置にあたる。このうち 1区か らは、約60点 の河原石を充填した土坑が、 7区か

らはピットおよび溝がそれぞれ検出されている。

1区 で検出された土坑内の礫の大半は火をうけた痕跡を残し、その下部か ら

は、完形の瓦質楯鉢 1点 、ほぼ完形の雁振瓦 2点、銭貨 3点 の他、九・平瓦片、

瓦器片等が出土している。また土坑の直上には、あたか も意識的に敷いたよう

な状況を思わす粘土層の堆積が認められ、ほば完形の ものを含む土師器・小皿

が 3点 まとまった状態で検出された。

これ らの状況か らして墓崚的性格の一面 も匂わすが、決定はしがたい。ある

いは地鎮の可能性 も考えられる。いずれにせよ、中世の瓦類が出土しているこ

とか らして周辺に寺院跡の存在が十分考えられ、土坑 も関連した ものと思われ

る。この地点より南南東 650%付近には平安後期創建の光平寺跡が所在するが、

その位置関係か らして、調査区付近には別の寺院跡が存在 していに可能性が強

い。周辺は明治14年 に廃寺 となった「 宝蓮寺 」が存在していた場所であり、現

。光平寺境内に安置 されている正平 24年 (1369年 )の 刻名のある石造五輪塔は

元 。宝蓮寺にあったものが移築 されたといわれている。このことを考え合わす

と、宝蓮寺の前身にあたるものであった可能性が考えられなくもない 。
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今後、光平寺跡 と共に中世寺院の成立の背景を知るうえで非常に興味深い も

のである。

7区 より検出されたピットおよび溝は、埋土か ら遺物の検出がなく確定的な

時期決定はできないが、ピットはその形態か らして奈良時代の柱掘形として、

とらえられるものである。この調査区より南西25物 の地点では昭和58年 度に同

じ奈良時代の所産になる建物掘形が検出されてお り、周辺一帯に当該期の掘立

柱建物が遺存することが判明した。今後は、さらにその内容を究明することは

もとより、上池西側に展開す るであろう同時期の建物群 との比較検討が不可欠

となる。

このほか第 4区 では、遺物をまった く含まない黒褐色土層が確認 された。こ

の上層は、以前調査が実施 されたF～ H地点において もその存在が認められて

いるものであ る。いま少 しその分布の在 り方について述べると、旧河道の西側

では、現在までのところ黒褐色土層は確認 されていない。また今年度調査の第

6～ 10区 においても、検出 されていない。

以上のことか ら黒褐色土層の範囲は、遺跡の北東部つまり北はF地点、東は

G地点付近、南はH地点あた り、西は旧河道に至る範囲に限定 されそうである。

さてこの土層の性格であるが、先述のごとく現在まで遺物の包含が確認 され

ないこと等から、もしかすると生産基盤に関係するものか もしれない。形成さ

れた時期については、直上の包含層の出土遺物か ら中世以前になるとしか言い

様がない。しかし、今後の調査いかんでは、男里遺跡における生産地の様相を

知ることができるものであろ う。

幡代遺跡の調査は、たった 1カ 所において小面積の調査を実施したのみであ

り、 しか も検出された遺構の性格 も判然 としたものではない。また、現在まで

実施 された調査は非常に乏しく、データ不十分の感は否めないのが現状である。

よって、遺跡の展開を知る上ではいささか困難である。しかし、遺物包含層

の存在が確認 され、中世か ら近世にいたる日常雑器や、平・丸瓦などの瓦類が

出土したことは、寺院乃至集落の実態を知るうえで、今後の貴重な資料とな る

であろう。

仏性寺跡においては、調査区が小面積のため検出されだ遺構の性格について
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不明な部分が多いが、周辺より出土する軒瓦などか らして下層遺構は、寺院創

建時に伴 うものである可能性が非常に強い。

先年の調査により出土した遺物から平安後期に創建 され中・近世まで存続し

ていた寺院跡であると考えられていたのであるが、今回の調査で初めて寺院そ

の ものに伴 うと思われる整地層や配石遺構などが検出され、同時に寺院の消長

の一端をうかがえる軒瓦、平・丸瓦が出土したことは、大きな成果であった。

岡中遺跡で実施した調査 も他の遺跡 と同様に、調査区の面積が決 して広 くは

ない。にもかかわらず、ピット4カ 所、土坑20カ所など多 くの遺構が検出され

た。直径20勁程か らな るピットには柱痕跡 をとどめているもの もあり、掘立柱

建物跡に伴 う柱掘形 と容易に考えられる。時期は埋土内出土遺物などから、中

世の所産になる。                    '

また、軒丸瓦な どの瓦類が出土したことは、瓦葺建物いいかえれば寺院その

ものの存在を匂わす もので、時期的には平安後期から中世に至 るものである。

今回が当該遺跡における調査の晴矢であったが、遺跡の性格を究明してい く

のに必要な基礎資料は十分得 られた。

今後は、調査データの積み重ねによりその内容を解明することは もとより、東

北東約 400物 に所在する同時期に創建 された林昌寺跡 との関係を考えていかな

くてはならない。

以上、今年度 も小面積の点的調査を行って きたわけであるが、期待に違わず

多 くの新たなる知見が獲得 された。調査対象 となった遺跡はほとんどが不分明

であるが、今回の様な小規模な面積の調査であって も、その実態を探っていけ

るだけの情報は、与えてくれるとい うことを改めて痛感 し、筆をおくこととす

る。
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l 千 石 堀 城 跡 市 堂 遺 跡 羽 倉 崎 遺 跡 野 遺 跡

白 地 谷 遺 跡 北 之 前
‐
遺 跡 嘉祥 寺 神 社 本 殿 122 中 小 路 遺 跡

正 法 寺 跡 野 々 宮 遺 跡 吉 見 藩 陣 屋 跡 125 仏 性 寺 跡

大 谷 池 遺 跡 総 福寺天満宮本殿 船 岡 山 追 跡 海 営 宮 池 追 跡

大 久 保 B追 跡 垣 外 遣 跡 岡 本 廃 寺 狐 池 遺 跡

紺 屋 遺 跡 屯 田 遺 跡 田 尻 遣 跡 高 倉 山 東 遺 跡

隆 井 家 書 院 八 王 子 遺 跡 夫 婦 池 遺 跡 信 ノ 池 遣 跡

隆 井 家 屋 敷 跡 慈限院金堂・多宝塔 船 岡 山 南 遺 跡 128 天 神 ノ 森 追 跡

大 久 保 A遣 跡 日 根 神 社 遺 跡 樫 井 西 遺 跡 129 男 里 遺 跡

中 家 住 宅 西 ノ 上 遺 跡 謀 波 遣 跡 光 平 寺 跡

祭 礼 御 旅 所 跡 土 丸 遺 跡 道 ノ 池 遺 跡 光平寺石造五輪塔

東 円 寺 遺 跡 笹 ノ 山 遺 跡 岡 ノ 崎 遺 跡 132 前 田 池 遺 跡

小 垣 内 遺 跡 土 丸 南 遺 跡 中 菖 蒲 遺 跡 133 幡 代 遺 跡

金 剛 法 寺 跡 雨 山 城 跡 岸 ノ 下 遺 跡 幡 代 南 遺 跡

久 保 城 跡 土 丸 城 跡 樫 井 城 跡 林 昌寺銅鐸出土地

甲 田 小 春 家 住宅 下 大 木 遺 跡 奥 家 住 宅 林  昌  寺  跡

五 門 北 古 墳 大 木 遺 跡 諸  国  遺  跡 林 昌 寺 瓦 窯

五  門  遺  跡 中 大 木 遺 跡 像 ノ 塚 古 墳 岡 中 鎮 守 社 の 樟

五  門  古  墳 稲倉 池 北 方 遺 跡 禅 興 寺 跡 159 岡 中 進 跡

大 浦 中 世 墓 地 鏡 塚 古 墳 ダイ ジ ョ ウ寺 跡 岡 中 西 遺 跡

鳥 羽 殿 城 跡 原 遺 跡 三 軒 屋 遺 跡 滑 瀬 遺 跡

来 迎 寺 向 井 山 遺 跡 102 下 村 1号 墳 金熊寺おがたまの木

山 ノ 下 城 跡 梨 谷 遺 跡 下 村 2号 墳 雨 山 南 遺 跡

墓 の 谷 遺 跡 母 山 遺 跡 新 家 オ ドリ山遺跡 雨 山 遺 跡

池 ノ 谷 遺 跡 母 山 近 世 墓 地 新家ォドリ山東遺跡 高 田 山 古 墳 群

成 合 寺 遺 跡 棚 原 遺 跡 新家オ ドリ山南遺跡 平野寺 (長楽寺 〉跡

山 出 遺 跡 向 井 池 遺 跡 新 家 古 墳 群 皿 田 池 古 墳

湊 遺 跡 意賀美 神 社 本 殿 フキアゲ山西遺跡 神光寺 (蓮池 )遺跡

檀 波 羅 蜜 寺 跡 向 井 代 遣 跡 引 谷 池 窯 跡 三 昧 谷 遺 跡

檀 波 羅 遺 跡 上 之 郷 牛 神 フ キ アゲ山東遺跡 石 田 山 遺 跡

佐 野 王 子 跡 机 場 遺 跡 フ キアゲ 山 1号墳 井 関 遺 跡

中 嶋 遺 跡 日 根 野 遺 跡 フ キ アゲ山 2号墳 岩 崎 山 遺 跡

岡 口 遺 跡 郷 之 芝 遺 跡 兎 田 古 墳 群 寺 田 山 遺 跡

/」ヽ 塚 遺 跡 植 田 池 遺 跡 別 所 遺 跡 自 然 田 遺 跡

十 二 谷 遺 跡 長 滝 遺 跡 高 野 遺 跡 玉 田山上方下円墳

丁 田 遺 跡 安 松 遺 跡 新 家 遺 跡 玉 田 山 古 墳 群

新 池 尻 遺 跡 末 廣 遺 跡 向 井 山 遺 跡 玉 田 山 遺 跡

大 坪 遺 跡 中 開 遺 跡 一 丘 神 社 遺 跡 158 玉 田 山須恵器窯跡

北 庄 司 邸 の 樟 松 原 遺 跡 海 寺 跡 三升 五 合 山 遺 跡

宮 の 前 遺 跡 羽 倉 崎 東 遺 跡 厩 戸 王 子 跡

第 5表 遺 跡 一 覧 表
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版図



PL。 1 泉南地域の文化財



PL.2 男里遺跡調査区位置図

瀾甲 諒 テ



PL.3 男里遺跡調査区①

1盛土
2黄褐色混じり淡灰色土
3黄褐色混じり灰色土
4灰色混 じり黄褐色シル ト

5黄掲色混じり灰色シル ト

6黒掲色粘質土
7灰黄褐色粘質土

8淡灰黄褐色粘質土
9灰色絡土混じり黄褐色礫層

男里遺跡第 2区

北壁断面図

男里 遺 跡 第 3区 東 壁 断 面 図

男 里 遺 跡 第 5区 1ト レ ンチ

遺 構 図 並 び に 断 面 図

と黒灰色土 (耕土 ) イ 褐色混しり暗黄灰色土
2赤掲色上 (床土 ) 8黄 灰色土
3淡赤褐色±     9暗 灰色傑
4黄色混じり贈灰色± 10黄灰色粘土
5暗 灰色±      11褐 色混 じ り灰色粘土
6暗 黄灰色±     12灰 色混 じ り黄色粘土

1盛 土

2暗 灰色土 (耕■ )

3灰 黄色土 (床土 )

4黄 灰色土

5灰 色 Htt質土

6暗 灰色粘質土

7淡 灰色際層

男里遺跡第 1区 遺構図並 びに断面図

1 盛±        6灰 褐色土

2 炭混しり灰褐色±  7黄 灰色砂質上

3 礫混じり黄灰色±  8黄 灰褐色粘土

4 礫混しり暗灰掲色±  9暗 灰掲色粘土

5 暗灰色シル ト    と0贈灰掲色砂礫土

1 盛土

2 暗灰 色土 (耕■ )

3 茶色粘 土 (床土 )

4 黒褐色粘土

5 クサリ礫混 じり黒棚色絡■
6 黒灰色砂礫土

7 茶灰色砂傑土

男里遺跡第 4区

北壁断面図

0                   4″

男里遺跡第 5区 2ト レ

東 壁

ンチ断面図

13黄色混 じり掲灰色粘土

14灰掲色砂質 上

15暗黄灰色砂質 土

16黄灰色粘 土

黒灰色土 (耕 土 〉

赤掲色土 (床土 )

褐色混じり暗茶灰色土

4 黄灰色土

5 褐色混 じ う灰 白色粘土

6 淡黄灰色含礫土
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PL。 4 男里追跡調査区②・幡代遺跡調査区

男里遺跡第 6区

東壁断面図

1 盛土

3 黒灰色■ (耕土 )

4 暗黄灰色粘質土 (床土 )

5 淡褐色礫層

男里遺跡第 9区

北璧断面図

盛土

黄色粘土

暗黄灰色土

贈灰色含礫土

暗黒灰色シルト

青灰色混じり黄色粘土

男里遺跡第 7区 遺構図及び断面図

1 露±        4灰 掲色土

2 暗灰色土 (耕土 ) 5 褐色土

3 黄灰褐色±     6 褐色混じり黄色土

暗灰色土 (耕土 )

黄色混 しり明灰色土

黄褐色上

暗灰掲色土

黄灰色土

暗褐色土

暗茶福色土

9

盛上     7 濃灰褐色粘質土

淡灰褐色±   8 褐色粘質土

淡黄色±    9 灰色粘土

灰掲色土   iO 掲灰色粘質土

濃灰色±   11 黄褐色土

灰褐色粘質土

男里 遺 跡 第 10区 北 壁 断 面 図

1 盛土

2 淡褐色土

3 淡掲色含礫土

4 福黄色土

0                      4物

＝

対

⊥

―

男里遺跡第 8区

遺構図及び断面図

幡代 遺 跡 遺 構 図 及 び断 面 図

‖ 石
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暗灰色土 (耕■ )

淡黄灰色土 (床土

黄灰色土 (床■ )

灰褐色土

淡灰福色土
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暗黄灰色土

淡灰色土

淡福色土

暗灰色土

PL.6 岡中遺跡濾構図および断面図

炭混しり暗褐色上に黄灰自色粘上を含む

炭混しり暗灰色土

暗灰褐色砂礫土

9 暗灰色含礫土

iO 淡灰色含礫土

■ 暗灰幅色砂礫土

暗灰色土 (耕土 )
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黄灰色土 (床土 )

淡黄褐色土
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PL.7 男里遺跡第 1区出土の九・平・道具瓦
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PL。 10 男里追跡第 1区

全景 (】 しから)

土坑 (北 から)
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PL.12 男里遺跡第 4・ 5区
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PL.13 男里遺跡第 6。 7区

第 6区 (東 から)

船
ｉ
ぞ
蕩
サ

，・か尋
４
■
藤
準
与
一
券

穂
！

第 7区 (南から)



PL.14 男里追跡第 8区

全景 (西 から)

同上 (北 から)
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PL.16 幡代遺跡調査区
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PL.17 仏性寺跡調査区①
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PL。 18 仏性寺跡調査区②

石積遺構 (北 から)
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PL.19 岡中遺跡調査区①

全景 (北西から)

同上 (北東から)



PL。 20 岡中追跡調査区②

摩 1琴

集石遺構 (北東から)

S X01(北西から)



PL。 21 男里遺跡第 1区出土の土器
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PL.22 幡代追跡・仏性寺跡出土の土器

幡代遺跡

“i式鑢IⅢ

仏性寺跡



PL。 23 仏性寺肋出土の軒瓦・岡中遺跡出土の平 。道具瓦



PL.24 岡中遺跡出土の土器①



PL.25 岡中追跡出土の土器②
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